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第１章 調査概要 
 
１－１ 調査目的 

モザンビーク共和国（以下、「モザンビーク」と記す）漁業セクター、特にマプートの水産物流

その他の現状を把握しつつ、2008年度要望調査案件「マプート魚市場建設計画」の予備調査実施
の前提として必要な事業サイトの最終的な確認及び施設・機材の要請規模・内容の妥当性、さら

には技術協力の必要性についての検討を行う。 
 
１－２ 調査団の構成 

 担当業務 氏 名 所 属 

1 総  括 木谷 浩 JICA国際協力専門員 

2 計画管理 平島 淳 JICAモザンビーク事務所 
企画調査員 

3 漁業計画 
（魚市場計画） 

土居 正典 インテムコンサルティング 
（役務提供コンサルタント） 

4 漁業事業 
（魚市場施設建設） 

井口 博之 マツダコンサルタンツ 
（役務提供コンサルタント） 
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１－３ 調査日程 

調査内容 
日順 月 日 

木谷（総括） 平島（計画管理） 土居（漁業計画） 井口（施設計画）

1 5月24日 日 東京発（平島団員は現地で合流） 

2 5月25日 月 マプート着、JICA事務所打合せ、市内視察 

3 5月26日 火 
日本大使館打合せ、国立小規模漁業開発研究所（IDPPE）及びマプート市側と協議、中央

市場視察 

4 5月27日 水 アルタ・コンティニュア魚市場調査、建設予定地調査 

5 5月28日 木 ノルウェー大使館打合せ、マプート漁港調査 

6 5月29日 金 IDPPEとの協議、日程調整、日本大使館へ報告 

7 5月30日 土 マプート発 （調査終了） マラケネ周辺の漁業活動、魚流通実態調査 

8 5月31日 日 東京着  資料整理 

9 6月1日 月   IDPPEとの協議、日程調整、情報収集 

10 6月2日 火   
建設予定地（バイロ・ド・ペスカドーレス及びトリン

フォ）にて漁業活動調査・サイト調査 

11 6月3日 水   
マトラ、リンガモス、カテンベなどで漁業活動・既存

施設機材調査 

12 6月4日 木   
マプート市内の魚市場で魚の流

通実態調査 

アルタ・コンティニ

ュア魚市場調査 

13 6月5日 金   
サイト水揚げ調査、類似施設調査、IDPPE打合せ、JICA

事務所/日本大使館中間報告 

14 6月6日 土   イニャカ島漁業実態調査 

15 6月7日 日   資料整理 

16 6月8日 月   
IDPPEとの協議、マプート市との協議、アルタ・コン

ティニュア魚市場調査 

17 6月9日 火   
国立水産研究所（IIP）から情報

収集 

マプート市協議、資

料収集 

18 6月10日 水   
調査結果概要についてIDPPEとのラップアップ協議、

JICA事務所報告 

19 6月11日 木   
アルタ・コンティニュア魚市場

にて追加情報収集 

マプート市内で資料

収集 

20 6月12日 金   マプート発 

21 6月13日 土   東京着 

 
１－４ 主要面談者 

（1）国立小規模漁業開発研究所（IDPPE） 
Mr. Simeao Lopes Director 所長 
Ms. Maria Ascenao Ribeiro Pinto Deputy Director 次長 
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Mr. Amos Ribeiro P. Chamussa Department of Planning and Cooperation 計画協力局員 
Ms. Dulce Povnguana Department of Planning and Cooperation 計画協力局員 
Mr. Filipe A. Matos Department of Infrastructure, Technician インフラストラク

チャー課技術者 
Mr. Xavier Mapanga Department of Fishing Technology, 漁獲技術課技術者 
 Technician 
Mr. Luis Fernando Morais Da  Engineer/Project Coordinator 技術者/コーディ 
Silva  ネーター 

 
（2）マプート市役所  

Mr. Luis Nhaca Administrator of Urban Plannings 都市計画局行政官 
Mr. Antonio Tovela Administrator of Markets & Fairs  市場局行政官 
Mr. Jose Matavel Director of Markets & Fairs 市場局長 
Mr. Carlos Luacio Quive Direction of Markets & Fairs/ 
 Chief of Markets & Fairs  市場局市場課長 
Mr. Paulino Horacio Pires Deputy Director of Infrastructure/ 
 Department of Study and Projects インフラストラク

チャー局副局長/調
査プロジェクト課 

Mr. Idalio D’Aguiar Orlanda Deputy Director of Infrastructure/  インフラストラク 
Juvame  Department of Study and Projects チャー局副局長/調

査プロジェクト課 
Mr. Arnardo Mario de Jesus Lawyer 弁護士 
Monteiro 

 
（3）漁業省 

Mr. Silvano Horacio Macaneta Director of Maputo Fish Port マプート漁港長 
 
（4）環境省 

Mr. Rosana Franoisco Direction of EIA EIA局員 
 
（5）アルタ・コンティニュア魚市場 

Mr. Azarias Chipanela Chief of Markets アルタ・コンティニ

ュア魚市場長 
Ms. Alita Sambo Chief of Retailers 小売業者長 

 
（6）ノルウェー大使館 

Ms. Clarisse Barbosa Programme Officer プログラムオフィ

サー 
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（7）在モザンビーク日本国大使館  
瀬川 進 特命全権大使 
木宮 憲市 参事官 
山西 良子  二等書記官 

 
（8）JICA事務所 

宿野部 雅美 所長 
平島 淳 企画調査員 
大野 憲太 事務所員 
Mr. Elisio Chiunze 在外事務所専門員 
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第２章 プロジェクトをとりまく状況 
 

２－１ 地理及び経済状況 

モザンビークはアフリカ大陸の東南部に位置し、国土面積は79万9,380km2で我が国の約2倍、2007
年の人口は2,053万人で、うち首都マプート市には127万人（マプート市を除くマプート州は110万
人）が居住している（http：//www.ine.gov.mz/）。1992年に内戦が終結し、経済復興を進めてきたが、
経済的にはいまだ後発開発途上国（LLDC）に属し、1人当たりGNIは320米ドル（2007年）の水準
である（外務省HP「モザンビーク共和国」）。 
主要産業としてはトウモロコシ、砂糖、カシューナッツ、綿花などの農業、アルミニウム、天

然ガスの生産・輸出を担う鉱工業に加え、マダガスカル海峡における漁業があげられる。 

 

２－２ 水産セクターの概要 

 ２－２－１ 漁業活動の概要 

モザンビークの海岸線延長は約2,700km、200カイリ経済水域を含む海域面積は約10万km2、内

水面面積は1万3,000km2であり、豊かな水産資源を活用してさまざまな漁業が行われている。水

産分野のGDPは国全体の4％を占める（FAO, 2007）。 
モザンビークの漁業は大きく商業漁業、準商業漁業、零細漁業に分けられる。商業漁業は外

国資本を入れて大型船によるエビやマグロ類を漁獲して輸出するものである。マラウィ湖のモ

ザンビーク側〔ニアサ（Niassa湖）〕や大型の人工湖カオラ・バサ（Cahora Bassa）湖ではカペ
ンタ（Limnothrissa miodon, Stolothrissa tanganicae）を対象とする内水面での商業漁業も行われ
ている。準商業漁業は主にモザンビーク資本によるエビトロールであり、商業漁業と同様、輸

出による収益確保をめざしている。 

一方、零細漁業はこれら以外の無動力船あるいは船外機船で行われる沿岸及び内水面の小規

模な漁業や採貝であり、零細漁民の生計は貧困状態にある場合が多い。 

各漁業カテゴリー別の漁船の概要は表2-1に示すとおりである。沿岸3カイリ以内における商
業漁船、準商業漁船の操業は禁止されている。 

重要な対象種であるエビ類の漁業については、資源保護の観点から州ごとに年間3ヵ月程度の
禁漁期間が設定されている。マプート州/市の禁漁期は11月から2月の間で毎年設定される。 
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表２－１ モザンビークの漁船・漁業カテゴリー 

種 別 概 要 

零細漁船 
（Artisanal 
fishing boat） 

‐ 船長3～8m 
‐ 大部分は無動力船 
‐ 沿岸に広く分布 
‐ 伝統的漁法（一本釣り、曳網、刺網など） 

準商業漁船 
（Semi-industrial 
boat） 

‐ 船長10～20m、500t以下 
‐ 350馬力以下のエンジンを使用 
‐ 主に、マプート湾、ソファラ洲、リンポポ川（Limpopo River）で操業 
‐ 曳網でエビを獲り、加工業者に供給する。 

商業漁船 
（Industrial boat） 

‐ 船長25～30m、500～859t 
‐ 1,500馬力以上のエンジンを使用 
‐ 漁船団は国内及び国外の船で構成される。 
‐ 漁獲量の50％以上はエビ、ロブスターとマグロ類である。 
‐ 船内に水産加工用の冷凍施設をもつ。 

出典：Artisanal Fisheries Development Project, Mozambique, AfDB 
      モザンビーク共和国海外漁業開発事業事前調査報告書（2006年）OFCA/システム科学コンサルタント 

 

 ２－２－２ 漁業生産量及び輸出入 

上記の漁業カテゴリー別魚種別の漁業生産の内訳は表2-2に示すとおりである。2006年では商
業漁業・準商業漁業合わせて2万7,280t、零細漁業6万3,968t、養殖931t、合計9万2,179tであり、
本プロジェクトで対象とする零細漁業は漁業生産全体の約70％（内水面の商業漁業で漁獲され
るカペンタを除く海面漁業だけでみると80％以上）を占める重要なサブセクターである。零細
漁民の数は国全体で約10万人（漁民7万人、採貝など2万3,500人、ダイバー6500人）といわれて
いる（PESPA 2007）。 
一方、水産物の輸出入をみると、輸出は量、金額ともに主に商業漁業・準商業漁業で漁獲さ

れる冷凍エビがトップである。冷凍エビの輸出量は2006年では1万4,066t、8,626万9,000ドルで水
産物総輸出量の84.9％、金額では89.2％を占める（表2-3）。なお、モザンビークが発表した最新
のエビ輸出量データによると、2007年は6,210万ドル、2008年では4,500万ドルと輸出額は大きく
減少している（JICAモザンビーク事務所より）。 
これに対し、輸入では単価の安い冷凍魚・チルド及び魚粉が大半を占める。2006年の冷凍魚・

チルドの輸入量は1万6,622t（3,072万5,000ドル）、魚粉は1,121t（80万7,000ドル）であり、この2
品目で水産物総輸入量・金額の99％を占めている。 
すなわち、モザンビークの漁業をマクロにみると、エビなど高級魚を輸出して外貨を稼ぐ一

方、単価の安い冷凍魚を輸入し、食料確保に努めるという典型的な途上国型の資源利用形態と

なっている。 
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表２－２ モザンビークの漁業・養殖生産量 

単位：t

  2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 

1）商業漁業及び準商業漁業  

 イセエビ類（Lagosta） 5 ... 2 1 0

 カニ類（carangueijo） 40 81 184 158 107

 深海性エビ類（Gamba） 1,500 1,425 993 1,774 1,803

 魚類（Peixe） 550 1,075 484 660 665

 エビ類（camarão） 9,000 7,690 8,106 8,520 7,393

 Lagostim 80 124 132 149 95

 イカ・タコ類（Lulas e polvos） 60 131 195 165 115

 
カペンタ（Kapenta：内水面漁
種） 

9,500 10,978 18,760 12,991 15,378

 雑魚（F. Acompanhate） 1,450 1,608 1,354 1,830 1,724

 小計 22,185 23,112 30,210 26,248 27,280

2）零細漁業  

 カニ類（carangueijo） ... 356 202 161 175

 魚類（Peixe） ... 57,759 51,908 50,024 57,457

 エビ類（camarão） ... 5,835 3,783 4,555 1,367

 イカ・タコ類（Cefalópedes） ... 389 255 239 247

 サメ類（Tubarão） ... 429 268 893 776

 その他（Outros） ... 2,306 3,962 1,875 3,946

 小計 67,074 60,378 57,747 63,968

3）養殖  

 海産エビ（Camarão Marinho） 600 329 450 1,067 913

 活きエビ（Camarão vivo） ... 3 7 103 ...

 魚類（Peixe da Piscicultura） 100 ... 3 3 3

 海藻類（Algas Marinhas） 155 523 149 20 15

 小計 855 855 609 1193 931

合計 ... 91,041 91,197 85,188 92,179
出典：Ministério das Pesca/Direcção Nacional de Economia(http://www.ine.gov.mz/) 
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表２－３ モザンビークの水産物輸出入 

1） 輸出        

輸出量（t） 輸出額（千ドル） 
  

2003 2004 2005 2006 2003 2004 2005 2006 

2006年
単価（ド
ル/kg）

魚類     
 冷凍魚・チルド 1,569 1,562 3,314 1,215 15,034 1,580 3,223 2,368 1.95 
 塩干魚 2,668 4,863 3,345 597 1,466 3,238 2,123 2,920 4.89 
 魚粉   109 126  
 その他 28 223 10 2 18 26 12 11 5.50 
 小計 4,265 6,648 6,778 1,814 16,518 4,844 5,484 5,299 2.92 
甲殻類     
 エビ類冷凍 5,760 5,548 6,386 14,066 75,748 91,506 70,873 86,269 6.13 
 その他 684 657 975 551 3,288 3,240 7,102 4,547 8.25 
 小計 6,444 6,205 7,361 14,617 79,036 94,746 77,975 90,816 6.21 
頭足類・貝類 186 544 589 107 301 816 1,504 523 4.89 
海藻類 171  114   
その他 75 45 270 32 49 63 73 60 1.88 

合計 
11,14

1 
13,442 14,998 16,570 96,018

100,46
9

85,036 96,698 5.84 

           
2） 輸入          

輸入量（t） 輸入額（千ドル） 
  

2003 2004 2005 2006 2003 2004 2005 2006 

2006年
単価（ド
ル/kg）

魚類          
 冷凍魚・チルド 9,207 12,960 20,268 16,622 15,710 26,907 30,274 30,725 1.85 
 塩干魚 7 4 0 6 11 8 7 43 7.17 
 魚粉 375 1,992 3,273 1,121 1,025 1,939 3,186 807 0.72 
 その他 5 5 37 13 20 17 24 49 3.77 
 小計 9,594 14,961 23,578 17,762 16,766 28,871 33,491 31,624 1.78 
甲殻類     
 エビ類冷凍 1,808 2 1 0 16,595 0 1 1 
 その他 0 5 1 11 1 17 12 106 9.64 
 小計 1,808 7 2 11 16,596 17 13 107 9.73 
頭足類・貝類 9 4 118 10 16 28 45 42 4.20 
海藻類 0 0 0 0 8 1 3 4 
その他 11 1 2 0 5 1 9 4 

合計 
11,42

2 
14,973 23,700 17,783 33,391 28,918 33,561 31,781 1.79 

出典：FAOSTAT(2006)      
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 ２－２－３ 開発政策・開発計画 

モザンビーク政府は特に貧困層の生活改善を目的とする零細漁業振興を掲げている。水産省

では2007年4月「国家5カ年計画（2005-2009年）」及び｢貧困削減計画（PARPAII, 2006-2009｣を
上位計画とする「零細漁業振興戦略計画（PESPA）（2007-2011年）」を策定した。PESPAでは「零
細漁民コミュニティーの生活改善」を直接的な目的としており、その達成された状態として次

のような内容をイメージしている。 

① 優先的な問題について自己解決できるよう能力強化されたコミュニティーにおけるより

よい健康、教育及び水供給 

② 伝統的な漁具漁法による漁業活動の更なる推進とそのポテンシャルに応じた収益の増加、

同時に、サイトの状況に応じ公海域での漁業など一歩進んだ漁業の開発 

③ 零細漁業の持続的な開発を達成する基礎として、自給及びビジネス双方の視点に立った、

水産物や漁業インプットの流通ネットワークの拡張 

④ 漁業活動に限らず漁業コミュニティーメンバーにより行われる活動の多様化を支援する

ための、金融サービスの振興。 

⑤ 零細漁業振興を支援する水産行政の厳格化、効率化の達成  

 

水産省では国立小規模漁業開発研究所（IDPPE）をPESPAの実質的な推進母体として位置づけ、
セクター全体としての施策の方向性を示すとともに、全国11州それぞれについて重点的なプロ
ジェクトを明示している。また、事業の実施においては、特にインフラストラクチャー（以下、

インフラ）や調査研究分野について国際協力の受入れを強く意識しており、想定されるドナー

の具体的な名称についても記述されている。 

 

 ２－２－４ 他ドナーの援助動向、類似プロジェクト 

  （1）他ドナーの援助動向 
モザンビークでは現在、ノルウェーが水産分野の援助会議議長国となっており、ドナー

別のプロジェクトリストを作成している（付属資料2.）。ただし、そのリストは水産省が公
式に確認しているものではない。今回、在モザンビーク・ノルウェー大使館の担当者から

次のような情報を得た。 

現在、モザンビークの零細漁業に対する支援は次のような地域別ドナー別の大きな枠組

みで行われている。 

 

地 域  主な支援国・機関 

北部 ：アフリカ開発銀行（AfDB） 
中部（ソファラ・バンク） ：ノルウェー、ベルギー 

南部 ：イタリア、FAO 
 

これまで零細漁業振興プロジェクトとしては違法漁業の監視、取締対策に関するものが

多かった。今後は付加価値の向上、つまり流通分野についての支援も期待されており、IDPPE
の計画、要請に沿って各ドナーが支援を検討することになろう。 

ノルウェーとアイスランドは水産セクター支援のためにコモン・ファンド方式を採用す
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ることで合意している（ただし、アイスランドは経済危機により拠出金については遅延措

置がとられている）。他の機関もこの方式に参加してほしい。 

水産省への援助における問題点のひとつとして、拠出した金額の多くが中央政府カウン

ターパートの能力強化（すなわち、留学費用など）に使用され、漁民への直接便益が少な

い傾向にあることが指摘できる。ノルウェーとしては少なくとも25％は漁民の直接支援に
あてるよう指導している。能力強化の経費がかさんでいるのは、漁業学校の教育水準、技

術水準が不十分であると考えられていることもその背景にあると思われる。 

今後期待される援助分野には流通分野に加えて、貧困削減や栄養状態の改善をめざす淡

水養殖がある。1980年代に導入が進んだ養殖施設は内戦により荒廃しており、ノルウェー
では淡水養殖デモンストレーションセンターを設立する計画を検討中である 

 

  （2）類似プロジェクト 
現在マプート近郊で実施されている類似プロジェクトには次のようなものがある。 

① Skillshare International（アイルランドのNGO） 
UKのSimon & Dickens社をコンサルタントとしてIDPPEスタッフの能力強化を実施

するとももに、漁業コミュニティー委員会（CCP）の設立を支援している。プロジェ
クトの投入としてはIDPPEマプート市事務所スタッフ用のバイク4台、訓練用漁船など。 

② INFOSA（オランダのNGO） 
零細漁民の水産物流通システム改善のための小規模魚市場（60m2）の建設など。 

③ アイスランド援助庁（ICEDA） 
零細漁民支援としてバイロ・ド・ペスカドーレスにおける保冷庫や集会所の建設。 

これらのプロジェクトについて、IDPPEからは「いずれも小規模な活動であり、流通面に
おいて零細漁民に刺激やインセンティブを与えるまでに至っていない」という認識が示さ

れた。 

 

２－３ マプート州・市の零細漁業活動と水産物の流通 

 本調査期間中、マプート市周辺の主要な零細漁業水揚げサイト及び魚市場などを訪問し、漁民

や小売人にインタビュー調査を行った。その結果は付属資料1.に示すとおりである。ここではこれ
らの調査結果を踏まえ、IDPPEやマプート市が保有するデータを参考にしながら、マプート州・市
の零細漁業及び零細漁業で漁獲された魚の流通状況について得られた知見を整理する。 

 

 ２－３－１ マプート湾の主要水揚げ地 

マプート州及びマプート市の主な零細漁業水揚げサイトを図2-1に示す。これらのサイトはマ
プート湾の沿岸に分布しており、大きくグループ化して記述すると、湾の北西側から反時計回

りに、マカネタ（Macaneta）周辺、コスタ・ド・ソル（Costa do Sol）沿岸〔モンタニャナ（Montanhana）、
バイロ・ド・ペスカドーレス（Bairro dos Pescadores）、トリンフォ（Triunfo）、マリティモ（Maritimo）
などが含まれる〕、マプート漁港、マプート川河口にあたるマトラ（Matola）周辺、マプートの
対岸カテンベ（Catembe）周辺、湾の東側に位置するマチャングロ（Machangulo）周辺、そして、
東北端に位置するイニャカ（Inhaca）島ということになる。ここでコスタ・ド・ソルとは、狭義
にはこの地方の零細漁業の中心であるバイロ・ド・ペスカドーレスを指すことが多い。 
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出典：Altas de Pesca Artisanal en Mozanbique 1996 

図２－１ マプート州・市の主要水揚げサイト 
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 ２－３－２ 零細漁業活動の実態 

  （1）漁民数 
IDPPEではこれら水揚げ地別に漁民数、漁具数及び漁船数のデータを予備的に集計してい

る（表2-4）。それによると2007年の漁民数は州・市合計で専業4,889人、兼業743人、合計6,629
人（海面漁業だけだと6,044人）と想定される。漁民数ではコスタ・ド・ソル、マトゥティ
ネ（Matutuene）郡（マチャングロ周辺）、マラケネ（Marracuene）郡で比較的多いが、地域
別に大差はなく、上記した主要水揚げ地に広く分布しているものと思われた。 

 

  （2）漁具と漁船 
マプート湾周辺で用いられる漁具は主に地曳網、刺網及び釣りである。地曳網は主にエ

ビや小型の底性魚を主な対象とする。刺網は2タイプあり、浮刺網ではマグンバ（Magumba：
ヒルサ類、日本の魚類ではニシンに近い）やアジ類などの浮魚を、底刺網ではエビや底性

魚類をねらう。釣りは手釣りで、大型の高級魚をターゲットとしている。 

地域別の漁具数及び漁船数は表2-4のとおりである。この地域の代表的な漁業は帆付きの
チャタ（Chata）と呼ばれる無動力船を用いた刺網、あるいは地曳、釣り漁業である。 

 

  （3）対象魚と漁場 
マプート湾はマプート川から流入する淡水の影響を受ける内湾であり、湾内の対象種に

は汽水性の魚類が多い。最も漁獲量が多いマグンバの漁場はコスタ・ド・ソル沿岸が中心

で、広く湾内全域に広がる。本種は汽水性魚類の代表で淡水域にも入り込むこととから、

マプート川/マトラ川の下流域も漁場となっている。 

マプート湾は基本的に砂質の湾であり、多くの漁船が単価の高いエビ類をねらって刺網

や地曳網漁業を行っている。対象となるのはクルマエビ類で、最も多いのはホワイト

（Penaeus indica）であるが、ブラックタイガー（P. monodonやP. semisulcatus）なども多
く、種類は多様である。また、小型のヨシエビ類（Metapenaeus monoceros）の漁獲も多い。
これらのエビはすべて汽水域にも出現する種類である。 

エビ類を主なターゲットとする底刺網や地曳網漁業では小型魚類〔キス（Pescaduha）、コ
チ（Sapateiro）、カマス、コトヒキ、小型クロダイ、ガザミなど〕も漁獲されることになる。 
一方、汽水の影響が少ない北部のマカネタ沖やマプート湾東南部のマチャングロ前面海

域ではミゾイサキ（Pedra）やニベ（Corvina）などの成魚の生息域となっており、これらは
釣りで漁獲され、高級魚として位置づけられる。 

マプート市内の魚市場ではハタ（Garoupa）、サワラ（Serra）、フエダイ（Vermelho）、ヒ
メダイ（Voga vermelho）なども売られているが、これらはマプート湾内ではなく、ほとん
どがイニャカ島沖のインド洋で釣りにより漁獲されたもの、あるいは準商業漁業の沖合ト

ロール漁で漁獲されたものである。また、イニャカ島の北部にある小島ポルトガル島周辺

はアジ類（Carapau）の好漁場となっている。 
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表２－４ マプート州沿岸の零細漁民数、漁具数及び漁船数（2007年） 
1）漁民数       
 専業 兼業 合計    
ボアネ（Boane）郡（*） 150 3 153    
マグデ（Magude）郡（*） 30 1 31    
マニカ（Manhiça）郡 454 112 566    
マラケネ（Marracuene） 873 129 1002    
マトラ市（Matola Cidade） 284 40 324    
マトゥティネ（Matutuine）郡 973 90 1063    
モアンバ（Moamba）郡（*） 369 32 401    
マプート市（Maputo Cidade）       
 カテンベ地区（Distrito De Catembe） 665 124 789    
 イニャカ地区（Distrito De Inhaca） 566 119 685    
 第1地区（マプート漁港など） 39 12 51    
 第4地区（ﾊﾞｲﾛ・ﾄﾞ・ﾍﾟｽｶﾄﾞｰﾚｽ） 1047 137 1184    
 第5地区（トリンフォ、マリティモ） 312 68 380    
 マプート市 計 2629 336 3089    
合計 4889 743 6629    
注：（*）これらは内水面漁業のみ。       
        
2）漁具数       

 
地曳

（Arrasto）
刺網

（Emalhe）

釣り
（Linha 
 de Mao）

その他 合計  

ボアネ（Boane）郡（*） 7 83 0 2 92  
マグデ（Magude）郡（*） 2 23 1 1 27  
マニカ（Manhiça）郡 90 93 3 49 235  
マラケネ（Marracuene）郡 80 122 50 22 274  
マトラ市（MatolaCidade） 16 104 6 8 134  
マトゥティネ（Matutuine）郡 10 265 142 81 498  
モアンバ（Moamba）郡（*） 0 200 0 0 200  
マプート市（Maputo Cidade）       
 カテンベ地区（Distrito De Catembe） 80 48 12 81 221  
 イニャカ地区（Distrito De Inhaca） 51 100 26 12 189  
 第1地区（マプート漁港など） 0 9 0 0 9  
 第4地区（ﾊﾞｲﾛ・ﾄﾞ・ﾍﾟｽｶﾄﾞｰﾚｽ） 42 152 47 26 267  
 第5地区（トリンフォ、マリティモ） 29 54 4 6 93  
 マプート市 計 202 363 89 125 779  
合計 407 1253 291 288 2239  
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3）漁船数       

 
カヌー
（Canoa）

チャタ
（Chatas）

（FRP）
ランチ

（Lanchas）
その他 合計 

ボアネ（Boane）郡（*） 4 34 11 32 1 82
マグデ（Magude）郡（*） 9 4 0 1 1 15
マニカ（Manhiça）郡 86 76 5 2 44 213
マラケネ（Marracuene）郡 20 122 0 82 46 270
マトラ市（Matola Cidade） 8 61 7 47 0 123
マトゥティネ（Matutuine）郡 36 145 20 86 18 305
モアンバ（Moamba）郡（*） 3 155 21 5 14 198
マプート市（Maputo Cidade）       
 カテンベ地区（Distrito De Catembe） 25 66 22 12 0 125
 イニャカ地区（Distrito De Inhaca） 44 3 16 47 0 110
 第1地区（マプート漁港など） 0 0 1 8 0 9
 第4地区（ﾊﾞｲﾛ・ﾄﾞﾍﾟｽｶﾄﾞｰﾚｽ） 37 103 61 44 0 245
 第5地区（トリンフォ、マリティモ） 22 52 6 7 0 87
 マプート市 計 128 224 106 118 0 576
合計 294 821 170 373 124 1782
注：カヌー及びチャタは無動力、FRP及びランチは動力船が多い。 
出典：IDPPE統計情報部 

 

  （4）漁業生産量 
零細漁業による漁獲量については水揚げ場が広域に及ぶこと、水揚げは不定期に行われ

ることなどの理由から正確に把握することは難しい。水産統計については国立水産研究所

（INP）の州事務所のスタッフが原データをとり、データベースとしてIDPPEに提供し、解
析はIDPPEの統計情報部で行う体制になっている。しかしながら、原データのモニタリング
体制が不十分であり、データの信頼度が低い、というのが関係者の意見であった。実際、

IDPPEの統計情報部では予備的に数年間の漁獲量データを取りまとめているが、本調査で重
要と考えられるイニャカ島の漁獲データは欠損となっている月が多かった。 

このような問題点があることを理解したうえで、IDPPE統計情報部の予備的データから
2007年の漁獲量を推計したものが表2-5である。これによると、2007年におけるマプート
州・市の漁業生産量は約3,000t（おそらくこれより多い）であり、その70％以上はマグンバ
を中心とする浮刺網によるものである。 
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表２－５ マプート州・市の漁業生産量（2007年）暫定値 

  生産量（t） 金額（百万MT） 平均単価（MT/kg） 

地曳網 436 25.8 59.1 

釣り 119 8.5 71.0 

浮刺網 2,238 131.2 58.6 

底刺網 180 7.7 43.0 

地曳網（ボート利用） 58 5.8 99.6 

合計 3,031 178.9 59.0 
注：MTはモザンビークの通貨単位メティカル 
出典：Estatisticas das capturas da pesca artisanal. Abril de 2009, Departamento Estatiscas e Informatica, IDPPE 

（ドラフト） 

 

 ２－３－３ 水産物の流通の実態 

  （1）マプート市の魚市場 
マプート市には現在61ヵ所の公設市場があり、市の市場課が職員を派遣して運営管理を

行っている（図2-2）。それぞれの市場では農作物や日用雑貨が販売されており、多くの市
場では鮮魚販売を行う一角が併設されている。また、水揚げ地の浜辺あるいは路上で小規

模なインフォーマル市場が開設されている。 

これらのなかでアルタ・コンティニュア魚市場はマプート市で唯一の準公設魚専門市場

として知られ、高級魚介類（1～2級魚、エビ、イカ、マングローブクラブ、貝類など）を
中心に一般客に販売するとともに、隣接する調理場（フードコート）への食材の提供を行

っている。また、公設市場としては中央市場でも同様に中・高級鮮魚と冷凍魚（主に輸入

された冷凍アジ）の販売が行われている。これら公設市場に加えて、マプート漁港に隣接

する道路ではインフォーマルではあるものの、路上での鮮魚市が定着しており、イニャカ

島やカテンベ方面から輸送される大型高級魚やエビ類が販売されている。その規模はアル

タ・コンティニュア魚市場とほぼ同様である。 

現在、マプート市において一定の規模で中・高級魚やエビが販売されているのはこれら3
ヵ所の魚市場のみであり、これら以外の一般市場では低級魚及び安価な輸入冷凍魚の販売

が中心となっている。 

今回調査した各市場における魚の調達、販売状況の詳細については付属資料1.に整理した。 
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出所：マプート市市場課 

図２－２ マプート市の公設市場 

 

  （2）水産物の流通パターン 
本調査で実施した漁民や流通業者の活動実態調査結果（付属資料1.）を踏まえてマプート

市における水産物の流通パターンの類型化を試みる。ここでは水産物が最終的に小売販売

される場所として上記の主要3市場（アルタ・コンティニュア魚市場、中央市場及びマプー
ト漁港のストリート市場）とその他の市場に大きく2分類し、それぞれ水産物の流れを漁

アルタ・コンティニュア 
魚市場 
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業・水揚げ段階まで上流側にさかのぼることで類型化を行った。検討結果は表2-6に示すと
おりである。 

 

表２－６  マプート市における魚の流通パターンの類型 

A類型：主に、主要3市場で小売販売される。 B類型：主に、主要3市場以外の一般市場で
販売される。 

A-1 零細漁民により漁獲され、各浜に水
揚げされたのち陸送される。（1～2級
魚中心） 

B-1 同左（2～3級魚） 

A-2 イニャカ島の漁民により漁獲され、
混載船によりマプート漁港に輸送さ

れる。漁民とバイヤー（各市場の小

売人）の間のコーティネートはイニ

ャカ島の仲買が担当する。 

B-2 コスタ・ド・ソル沿岸の漁民により
漁獲され、バイロ・ド・ペスカドー

レスに水揚げされる。魚は内陸部の

村々にも行商人により販売される。 

A-3 準商業漁船あるいは商業漁船により
漁獲され、マプート漁港に水揚げさ

れる。（1～2級魚中心） 

B-3 同左（2～3級魚） 

A-4 他州の漁民により漁獲され、陸送さ
れる。 

B-4 冷凍加工業者により輸入される。 

 

さらに、主要な魚種別に漁業から小売販売までの流れが俯瞰できるよう、漁業の概要と

ここで検討した流通パターンの類型を組み合わせて、表2-7として整理した。
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表２－７ マプート市で鮮魚販売される主要魚種の漁業概要と流通パターン 

流通パターン類型 
魚 種 主要漁場 主要漁法 

メイン サブ 
主要水揚げサイト 

ハタ、サワラ、フ
エダイなど（1級
魚） 

イニャカ島沖のイ
ンド洋（岩礁域） 

釣り A2 A1、A3 マプート漁港 

ミゾイサキ、ニベ
など（1級魚） 

マプート湾のマチ
ャングロ沖及びマ
ラクエネ沖（砂質
底域） 

釣り A1 A2、A3 
マリティモ、マプ
ート漁港 

キス、コチ、カマ
ス、小型クロダイ
など（2級魚） 

マプート湾沿岸全
域 

地曳網、刺網 
A1 
B1 

 特になし。 

マグンバ（3級魚） コスタ・ド・ソル
沿岸及びマトラ川 

刺網 B2 B1 
バイロ・ド・ぺス
カドーレス 

アジ類（3級魚） 

ポルトガル島～イ
ニャカ島周辺 

地曳網 B1 B2 

ポルティニョ（イ
ニャカ島）、バイ
ロ・ド・ぺスカド
ーレス、マプート
漁港 

その他小型魚種 
（主に3級魚） 

マプート湾沿岸全
域及びマトラ川 

地曳網、刺網 B1 B3 特になし。 

冷凍魚（主に、ア
ジ類） 

ナミビア及びアン
ゴラからの輸入 

外国漁船に
よる巻網 

B4 
 

（中央
市場で
も販売） 

マプート漁港 

エビ類 マプート湾沿岸全
域及びマトラ川
（イニャカ島を除
く） 

刺網、地曳
網、定置網 

A1 
B1 

A3 

カテンベ、トリン
フォ、バイロ・ド・
ペスカドーレス、
マプート漁港 

イカ類 

モザンビーク沿岸 

準 商 業 漁
船・商業漁船
によるトロ
ール 

A3 A1 マプート漁港 

貝類（主にハマグ
リ類） 

マプート湾沿岸の
砂質域 

女性による
採貝 

A1  
コスタ・ド・ソル
沿岸 

マングローブクラ
ブ 

イニャンバネ州や
マプート湾のマン
グローブ域 

カニざる、カ
ニ篭、刺網な
ど 

A4 A1 特になし。 

イセエビ類 イニャンバネ州、
ベイラ州、イニャ
カ島 

刺網、潜水 A4 A1 特になし。 

注：流通パターン類型は表2-6参照。 
出所：本調査による。 
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第３章 要請内容の確認・検討 
 

３－１ 要請の経緯・背景 

モザンビークは近年9％の経済成長率で推移しているものの、依然としてその産業基盤は脆弱で
ある。貧困削減も引き続き重要な課題であり、同国の貧困削減支援戦略でも「幅広い経済成長を

通じた貧困削減」が謳われ、さまざまな取り組みが行われている。特に、モザンビークの主要産

業は農業・漁業であるが、担い手の多くは小規模農家や零細漁業従事者であり、技術レベルの低

さやインフラ未整備という状況下、生産性の向上やバリューチェーンの確立が課題となっている。

また、一方で今後の経済振興の各場面においては、環境や気候変動対応といった新たなイシュー

への対応も見過ごすことのできない問題となっている。 

このような背景の下、水産分野においては零細漁業の振興が重要な政策と位置づけられ、2007
年4月、国家計画等を踏まえた「零細漁業振興戦略計画（PESPA）（2007-2011年）」が策定された。 

PESPAでは直接的な目的として「零細漁民コミュニティーの生活改善」を掲げ、全国11の州ごと
に、優先的な事業内容を記述するとともに、事業によっては想定される具体的なドナー名まで明

示している。マプート州については零細漁民により漁獲された水産物の流通面の改善を目的とす

る魚市場の建設が優先的な事業として位置づけられ、事業実施についてPESPAに示されているとお
り（PESPA 60ページ）、JICAに要請されたものである。 
 

３－２ 要請内容の確認・協議 

本調査期間を通じ、プロジェクトの要請書内容（2008年8月付）について水産省国立小規模漁業
開発研究所（IDPPE）及びマプート市などの関係者からヒアリング・協議し、確認を行った。本調
査で明らかになった具体的な要請内容について、以下に取りまとめる。 

 

 ３－２－１ プロジェクト名 

要請プロジェクトの名称は、「マプート魚市場の建設（Construction of Maputo fish market）」
である。名称について現時点では特に変更はないが、今後更に検討し、プロジェクト内容をよ

り正確に反映できる名称があれば、日本側のアドバイスも参考に修正する。 

 

 ３－２－２ プロジェクトの目的 

要請書ではPESPAに沿って、零細漁民の生計向上に資する、というニュアンスでの記述が
多くみられるが、日本側（調査団）では当初、施設として要請されている小売りの魚市場の

移転、新設がいかに零細漁民の生計向上に資するのか、よく理解できなかった。協議を通じ

て、モザンビーク側から「水産省IDPPEにおいて零細漁民（artisanal fisher）という場合、漁
民だけでなく零細漁業に関連するすべての人々（流通販売業者、造船業者、漁具製造業者な

ど）を含む概念である」との説明がなされ、本要請は「零細漁業にかかわる水産物の流通に

ついての改善」を目的にしていることが明らかになった。すなわち、直接裨益者として第一

にあげられるのは（零細漁民が漁獲する魚の販売を行う）小売人であり、いわゆる零細漁民

は第2の裨益者として位置づけられる。 
無償資金協力案件としてのプロジェクト目標は「新しい正規の魚市場を建設することから

水産物流通環境が改善される」、上位目標としては「零細漁業で漁獲された水産物の価値が
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高まる」、「マプート市における水産物の流通網が改善される」などがイメージとして想定さ

れる。これらについては今後より精査する必要がある。 

 

 ３－２－３ 要請サイト 

当初要請されたバイロ・ド・ペスカドーレス（Bairro dos Pescadores）はマプート湾沿岸
零細漁業の中心地であるが、現地調査の結果、以下の理由により本計画対象サイトとして不

適であることが判明した。 

① サイト面積が狭く（約1,100m2）、加えて敷地が三角形状であるため、要請内容に基づ
く施設の建設は困難である。 

② 既存のアルタ・コンティニュア魚市場から6.5kmとやや遠く、またアクセス道路が約1km
にわたって未舗装である。したがって、消費者の視点から利便性が低い。 

③ 零細漁業の中心地ではあるが、ここで水揚げされる魚の大半は移転するアルタ・コンテ

ィニュア魚市場には流通していないマグンバと呼ばれる小型の魚類〔汽水性のヒルサ類 

（Hilsa kelee）、本邦魚類でイメージすると小型のニシン〕であり、地域漁民への裨益は少
ない。 

かかる日本側の見解を踏まえて、モザンビーク側（IDPPE及びマプート市）は代替サイト
としてアルタ・コンティニュア魚市場から約2km北に位置するトリンフォ（Triunfo）を提示
した。同サイトは面積的にも十分余裕があることが確認され、トリンフォ及びその近隣のマ

リティモではエビやミゾイサキなど現魚市場で販売されている魚種の水揚げも行われてい

ることから、本計画対象サイトはトリンフォとするのが妥当であると判断した。IDPPEとの
協議においてIDPPEもサイトの変更に同意するとともに、当初からトリンフォを建設予定地
とする案をもっていたが、マプート市側がバイロ・ド・ペスカドーレスとした経緯があった

ことも明らかになった。現在、モザンビーク側ではトリンフォを正式な建設予定地とする方

向で調整を進めている。 

 

 ３－２－４ 要請の内容・規模 

先方要請書による要請内容は約5,000m2の魚小売市場の建設と付属資機材であり、建設コス

トとしては約6億円（600万ドル）が見込まれていた。 
一方、協議の場において、モザンビーク側からは、要請書に示した施設や機材の内容、コ

ストについてはひとつの目安に過ぎず、詳細については日本側と協議して決めたいとの意向

が明確に示された。その前提に立って、IDPPE側の実務担当者からは次のようにより具体的
な施設内容についての要望が示された。 

① 本施設はモザンビークでは初めての水産物専用の公設小売市場となる。したがって、鮮

度の保持や販売方式についてひとつのモデルとなることを期待している。 

② しかしながら、施設や機材内容は高規格なものではなく、現地の水準に合ったシンプル

で、かつ維持管理負担の少ない仕様とするのが妥当であると考えており、日本側から技術

的なアドバイスがほしい。 

③ マプート市では現在のマプート漁港ストリート市場などインフォーマルな魚市場を撤去

する方針であり、これらの魚小売人も新施設に移動できるよう配慮してほしい。 

④ 卸売市場としての機能は現段階では考えていない。 
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図３－１ 水産省組織図 

本調査団はその派遣目的どおり、以上にように確認された要請内容と現地調査結果を踏ま

えて予備的に検討した施設内容について日本側関係者に伝えることとした。 

 

 ３－２－５ 先方実施体制 

本プロジェクトの実施機関はモザンビーク水産省IDPPEであることを確認した。また、要
請書に記述されているとおり、魚市場の建設後はそのオーナーシップと運営管理については

マプート市（Maputo City Council）に移管する予定であることを確認した。水産省IDPPE及
びマプート市の組織体制は次のとおりである。 

 

  （1）水産省IDPPE 
本プロジェクトの実施機関は水産省（Ministry of 

Fisheries）国立小規模漁業開発研究所（National 
Institute for the Development of Small Scale 
Fisheries： IDPPE）である。水産省及びIDPPEの組
織図をそれぞれ図3-1及び3-2に示す。 
本プロジェクトについては計画申請までは

IDPPEの計画協力部（DPC）、実施段階で施設は
施設機材部（DIE）、運営管理は漁業技術部（DTP）、
社会開発部（DDS）などが担当する。それぞれ、
部長以下5～10名の体制である。IDPPEはこれら
本部組織に加えて、州レベルの直営地方事務所

（Delegacoes）をもっており、零細漁業セクター
のモニタリング、普及指導などを実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ IDPPE組織図 
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  （2）マプート市 
マプート市に所在する公設市場の運営管理は市場局（DIRECCAO MUNICIPAL DE 

MERCADOS E FEIRAS：DMMF）が管轄する。DMMFは公設市場だけでなく、路上市場
等 の イ ン フ ォ ー マ ル 市 場 の 管 理 も 行 っ て い る 。 DMMF の 下 に は 3 つ の 課
（DEPARTAMENTO）が設けられており、市場の運営、管理、監督、ライセンス発給、
料金徴収、新規市場の計画等の業務を行っている。市場で販売される物品の検査も行っ

ているが、魚の品質検査は保健省が管轄している。各市場には市場長及び副市場長の市

職員2人が配置されて市場運営の監督を行うとともに、市場規模に応じて数人のライセン
ス料金徴収人が配置されている。現在DMMFには5人の職員とインフォーマルを含む各市
場に合計157人の要員が配置されている。 
また、新規市場の計画・施設建設はインフラ局調査プロジェクト課（DIRECCAO 

MUNICIPAL DE INFRA-ESTRUTURAS/DEPARTAMENTO DE ESTUDOS E PROJECTOS：
DMPUA）が担当する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３ DMMF組織図 

 

３－３ プロジェクト・サイトの状況 

 ３－３－１ アルタ・コンティニュア魚市場 

  （1）概 要 
要請対象となっているアルタ・コンティニュア魚市場は、マプート湾の海岸線に沿っ

て走るMarginal通りから約50mの距離にある市街地に位置し、周囲は高級住宅地として開
発が進んでいる。敷地は平坦で約3,950m2の広さを有し、敷地北面を道路、他は既存住宅

に接している。道路との境界にはフェンスが設置されており、数ヵ所の出入口が設けら

れている。構内には小売り魚市場と調理サービス店舗、雑貨店舗、飲食用のオープンコ

ート、共同便所、倉庫がある。市場で販売されているのは主に高級魚とエビ・カニ等で、

市場で購入した客は隣接する調理サービス店舗に持ち込んで調理してもらい、その場で

飲食できる仕組みになっている。 

マプート市によれば、アルタ・コンティニュア魚市場は10年以上前に市が住宅用地と
して民間人に土地の使用許可（Consession）を交付したものの、他の民間人が無断で魚
売りや調理サービスの営業を始めたのが始まりとのことである。その後、魚市場として

の形態が形成されたのに伴い、市当局も他の公設市場同様に管理を始めた経緯がある。

Department of
Markets and Fairs

Department of
Policies and Planning

Section of
Administration
Human Resources and
Finances

Director of Markets
and Fairs
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しかしながら、公設市場が本来マプート市の管理地に設置され、市の所有施設として市

が100％運営管理を行うのに対して、アルタ・コンティニュア魚市場は土地・施設ともに
民間の使用権、所有地であるため、市の管理範囲は限られている。 

DMMFは市内の既存公設市場を施設等の整備状況に応じてクラスA～Cに分類してい
るが、本分類に従えばアルタ・コンティニュア魚市場は最低ランクのクラスCに位置づ
けられる。魚市場周辺は近年、住宅地として急速に開発が進んできており、本魚市場の

移転整備は市の重要課題となっている。現状の具体的な問題点として以下があげられる。 

- 市場環境として不適切かつ不十分である（売り場施設、衛生設備、鮮魚類の保存設

備、パーキングスペース等）。 

- 敷地内にゴミ収集場がなく、前面道路反対側の土地に不法かつ乱雑にゴミが捨てら

れるためにゴミ収集（市の業務）の障害となっており、周辺住宅地に悪臭を放って

いる。 

- 日常的な路肩駐車の車両のために、道路幅に対して交通量の多い前面道路における

交通の障害となっている。 

 

  （2）施設・インフラ状況 
  ・ 魚市場エリア 

魚市場は砂地の土間に木製の簡易販売台（一部コンクリート製）が設置されており、上

屋は丸太にトタン屋根を葺いただけの簡易な仮設構造である。市場内にコンクリート製の

店舗が2ヵ所あり、冷凍魚の販売を行っている。 
  ・ 調理サービスエリア 

調理場はコンクリート製の平屋建てで、室内にカウンター、厨房、便所が整備されてい

るのが多い。給排水及び電気が引き込まれており、厨房は作り付けの流しや作業台が設置

され、プロパンガスコンロや一部には電気フライヤーも備えた本格的な仕様となっている。

オープンコートには椅子、テーブル、パラソルが設置されており、各店舗共通の客席スペ

ースとして利用されている。 

 

  （3）運営管理状況 
アルタ・コンティニュア魚市場及び調理場の運営管理は、マプート市市場課から派遣

される職員計4名により行われている。これら職員の主たる業務は各テナントからの使用
料（税金）の徴収、水道・電気など公共部分の維持管理、小売人などへの行政指導など

である。 

テナント側では鮮魚小売人及び調理場でそれぞれ代表を選出し、これら市の職員との

連絡調整を図っている。 

 

  （4）小売人数と販売台数 
アルタ・コンティニュア魚市場で鮮魚を販売している小売人の取扱魚種別の内訳は魚

類60人、エビ82人、その他（イカ、マングローブクラブ、貝類）28人で、合計170人であ
る。これらの小売人はほぼ毎日あるいは数日の間隔で商売をしている者と、販売する魚

が調達できたときに売りに来る者に大きく区別されており、前者が139人（レギュラー）、
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後者が（テンポラリー）が31人である。テンポラリーの小売人のなかには1～2ヵ月の間
隔を空けて季節的に魚の販売を行っている者もいる。小売人の代表者からはテンポラリ

ーの小売人の数は増加傾向にあるとの説明があった。 

これらの小売人の数に対し、魚やエビの販売台（木製）は合計110しかない。その利用率
は季節によって大きく異なり、魚が少ないあるいは消費者の需要が低い時期（冬期7～9月）
は60～70％と低くなる一方、夏期（2～4月）には100％を超える利用率となる場合もある。
小売人は0～2人のワーカーを雇用しており、ピーク時の小売人数はワーカーを合わせると
150人を超え、1つの販売台で数人が商売を行うという状態になるという。 

 

  （5）市場使用料 
これら小売人からはマプート市の市場担当者が場所の使用料（税金）を徴収している。

マプート市における市場の使用料は使用する販売台の大きさや数に基づいて徴収されるの

が原則であるが、ここでは小売人の数が販売台数を上回っていることから実際は小売人1人
当たりとして徴収されている。使用料の単価は魚類、エビ類、イカ類の小売人で5.0メティ
カル（MT）/日、マングローブクラブ、貝類で3.0MT/日である（表3-1）。現在これら使用
料についてはレギュラーもテンポラリーも区別がなく、一部に不満の声は出ているものの、

使用していない期間についても課金されるシステムになっている。 

 

表３－１ アルタ・コンティニュア魚市場における販売魚種別小売りの状況 

取扱魚種 小売人数 販売量（kg/日/人） 使用料（MT/日/人） 

魚類 60 50～150 5 

エビ類 82 40～80 5 

イカ類 6 20～50 5 

マングローブクラブ 11 20～60 3 

貝類 11 30～70 3 

合計  170   
出所：本調査 

 

表3-1より、170人すべての小売人が使用料をきちんと支払った場合、その収入は1日当た
り806MT、月当たりで2万4,180MT、年間では29万160MT/年と計算される。これに対し、2008
年における実際の月別徴収額は図3-4に示すとおりである。レギュラーの人は主に月払い、
テンポラリーの人は主に日払い（販売に来た日に休んでいた日数分も合わせて精算する）

である。このデータによると使用料として毎月ほぼ2万MT、年間24万6,469MTが徴収されて
おり、上で求めた計算値と比較すると年間徴収率は84.9％と推定される。 
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マプート市はこれらの使用料のうち10％を市場運営管理の直接経費として、施設・イン
フラの維持管理及び守衛の雇用（1名）などに充当している。残り90％は市の一般税収とな
っている。 

現市場内の調理場についても市は賃貸料を徴収している。その金額は最小ロット（4×2.5
＝10m2）で490MT/月（注：他の市場ではこれより安い280MT/月程度）であり、それより
大きくなると1m2につき10MTが加算される。したがって、1軒当たりの賃貸料は500～
1,000MT/月以上となるようである。調理場の電気、水代は自前である。また、この市場に
は簡易フリーザーを備える冷凍魚販売会社が2社営業しているが、それらは調理場と同様の
方式で賃貸料を徴収されている。 

 

 ３－３－２ 当初要請サイト（Bairro dos Pescadores） 
  （1）概 要 

要請サイトであるバイロ・ド・ペスカドーレスはMarginal通りを北上した場所にあり、
アルタ・コンティニュア魚市場からはおよそ6.5kmの距離にある。敷地は道路と海岸に挟
まれた土地で、細長い台形平面を成すおおむね平坦な土地である。敷地面積は約1,100m2

で海浜からはおよそ1～1.5m高くなっており、台形の先端にあたる南側端部から敷地中央
にかけては崖を成しており、その先は緩やかな斜面となっている。現地の浜辺で水揚げ

された魚の小売りや野菜、洋服類等の青空市場として利用されており、一部はミニバス

の発着所としても利用されている。 

 

  （2）アクセス 
Marginal通りはサイトの手前約1kmの位置から砂地の未舗装道路となるが、十分に締め固

められており、雨期でも車両の通行に支障はないが、敷地周辺は表土の砂地が柔らかくな

っており、車両通行に多少の支障があると思われる。道路のサイト手前約1kmの一部は2008
年にコンクリート護岸擁壁が整備されている。 
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                出典：マプート市市場課 

図３－４ アルタ・コンティニュア魚市場で小売人から徴収された使用料収入（2008 年） 
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  （3）インフラ状況 
電気：前面道路反対側に沿って低圧（220/380V）の架空電線が設置されている。 
給水：前面道路反対側に沿って市給水管が設置されている。 

 

  （4）既存施設・機材 
アイスランドの援助によって漁民組合事務所と冷蔵庫及び冷蔵庫用倉庫が整備されたが、

ともに使用されていない 

 

 ３－３－３ 代替要請サイト（Triunfo） 
  （1）概要 

IDPPEから提示された代替サイト（トリンフォ）はMarginal通りと海岸に挟まれた細長い
土地で、アルタ・コンティニュア魚市場から要請サイト（バイロ・ド・ペスカドーレス）

に向かっておよそ2kmの位置にある。該当地一帯は市の管理下にあり、一部をプロジェクト
用地として提示されたが、明確な用地境界はない。該当地一帯はおおむね平坦で一面松林

となっており、北側は波打ち際までなだらかな斜面を形成し、漁民の水揚げ浜として利用

されている。南側は海浜と高低差約2mの崖となっているが、護岸擁壁が整備されていない
ため、浸食により松の根が露わになっている。違法建設による民間レストランの撤去跡が

一部に残っているほか、家具の露店等も見られる。 

 

  （2）アクセス 
敷地はMarginal通りに面しており、アクセスに問題はない。 
 

  （3）インフラ状況 
電気：前面道路反対側に沿って低圧（220/380V）の架空電線が設置されている。 
給水：前面道路反対側に沿って市給水管（Φ250mm）が設置されている。 

 

 ３－３－４ 自然条件 

  （1）地質 
トリンフォ近隣のボーリングデータ等は入手できなかったため詳細は不明だが、要請さ

れた2サイトの地質に大きな違いはなく、ともに砂質土である。バイロ・ド・ペスカドーレ
スの敷地の斜向かいに2003年に日本の無償資金協力により建設された小学校があるが、要
請サイトも同じ地盤と想定されることから、地耐力100kN/m2程度が期待できると思われる。 

 

  （2）自然災害 
マプート市では過去に地震の記録はないが、周辺地域では地震の記録が認められる。な

お、ポルトガル時代に定められたモザンビークの震度階級マップでは、マプート市はゾー

ンⅦに属している。また、サイクロンの被災記録はないものの、季節により強風が吹くこ

ともある。 
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  （3）気候 
マプート市は南緯26°に位置し、亜熱帯気候に属する。雨期（10～3月）と乾期（4～9月）

がある。平均気温は20℃（乾期）～26℃（雨期）と比較的穏やかな気候である。年間降雨
量は800mm程度で、東京の約半分である。1年を通して平均風速8～10mの東からの海風が吹
く。 

 

３－４ 施工・調達事情 

 ３－４－１ 現地施工業者 

公共事業建設省による建設会社の登録制度では、資本金及び請負金額に応じて次表のとお

り7段階に分類されており、マプート市実施案件施工業者も本登録業者のなかから入札のう
え、選定されている。上位に属する施工会社には高い技術力と良好な財務内容を有する業者

が少なくない。しかし、7aクラスの施工会社数は72社存在し、同クラスのなかでも技術力、
財務能力には格差がある。 

 

表３－２ 公共事業建設省の登録施工会社分類 

クラス 資本金下限（千MT） 請負金額上限（千MT） 

1a 20 350 

2a 50 850 

3a 150 2,500 

4a 500 5,000 

5a 1,500 15,000 

6a 5,000 50,000 

7a 10,000 無制限 

 

 ３－４－２ 資機材調達事情 

モザンビーク国内で生産される建設資材は骨材、セメント及びコンクリート二次製品、木

材、塗料等に限られている。その他資材の大半は隣国南アフリカや欧州等からの輸入品であ

るが、現地工法で一般的な輸入資材については恒常的に市場に流通している。しかし、屋根

材は一般的な亜鉛鉄板製品しか流通していないため、本計画サイトの立地条件による塩害を

考慮すれば、第三国からの調達も検討する必要がある。製氷・冷蔵機器販売代理店は市内に

数店存在する。南ア製、欧州製を扱っており、メンテナンスを考慮した現地調達が可能であ

る。 

次表に想定される建設用資機材の調達区分を示す。 
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表３－３ 調達材料区分表 

資機材名称 調達先区分 備考 

 ｢モ｣国 第三国  

建築工事用資材 

 セメント ○  マプートの工場でSABS準拠品を生産している。 

 砂（細骨材） ○  川砂調達可 

 砕石（粗骨材） ○  マプート州に砕石プラント有り。 

 鉄筋 ○  SABS準拠の南ア製が一般的に流通している。 

 屋根材（鋼板） ○ ○ 国内流通品は主に亜鉛鉄板とファイバーグラス製品 

 木材 ○  現地調達可 

 型枠用合板 ○  現地調達可 

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ ○  現地製作工場有り。 

 磁器タイル ○  国内流通品有り（欧州製・ブラジル製等輸入品）。 

 天井材 ○  SABS準拠の南ア製が一般的に流通している。 

 木製・鋼製建具 ○  マプートにて製作可。 

 建具金物 ○  国内流通品有り（欧州製・南ア製）。 

 ガラス ○  同上 

 塗料 ○  欧州製・南ア製を原料とする現地調合品有り。 

設備工事用資材 

 配管材・金物類 ○  国内流通品有り（輸入品）。 

 衛生器具 ○  国内流通品有り（欧州製・南ア製）。 

 設備機器(ﾎﾟﾝﾌﾟ他) ○  維持管理の可能な輸入品を現地調達。 

 電気配線材 ○  国内流通品有り（輸入品）。 

 照明器具 ○  同上 

 配電盤類 ○  マプートの受変電設備メーカーにて製作可。 

 

 ３－４－３ 関連法規・規制等 

  （1）建築規制・基準 
要請・代替サイトはともにMarginal通りと海浜に挟まれた区域に位置している。

DMPUAによれば、マプート市は市開発のためのマスタープランを作成中とのことである
が、該当用地は都市計画区域外であり建築規制はない。しかしながら、海浜に位置する

用地の立地条件を考慮して平屋建てが望ましいとのコメントを受けた。また、モザンビ

ークにはポルトガル統治時代に定められた建築基準があるが、改定されないまま現在に

至っており事実上、ないに等しい。 

 

  （2）建築許可 
本事業は基本設計協議段階からマプート市が事業実施機関として、あるいはIDPPEと一体

的に協議に参加することが想定される。建築許可は協議主体であるDMPUAが発行すること
となる。 
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  （3）環境影響評価（EIA） 
モザンビークでは国家環境政策（5/95）に基づく環境法（20/97）により、環境に影響を

及ぼす可能性のある官民双方の活動すべてに環境社会配慮に対する法令、基準及び計画等

との整合が適用される。スクリーニングは、事業主体が環境省の当該州事務所に事業概要

書類（①活動内容・所在地と特徴、②事業概要、③実施場所の環境状況）を提出すること

により、以下のいずれかの判定がなされる。 

- 事業の中止 

- カテゴリーA：EIAの実施 
- カテゴリーB：SER1の実施 

- カテゴリーC：評価の必要なし 
本計画について、各カテゴリーに該当する事業リストに魚市場は含まれておらず、環境

省面談者からも明確な回答は得られなかった。DMPUAからはカテゴリーBの可能性が高い
とのコメントを受けたが、計画サイトは海浜に位置することから、カテゴリーAに該当する
可能性も否定できない。 

環境省が認定したEIA及びSERの評価を行う民間コンサルタントは全国に100近い業者が
あり、大半がマプート市に所在する。概要申請からライセンス発行までに要する期間はカ

テゴリーAの場合で約6ヵ月、カテゴリーBの場合で約2ヵ月である。評価終了後に環境省か
らライセンスが発行されるが、事業者にはライセンス料が課せられる。ライセンス料はカ

テゴリーA及びBが総投資額の0.1％、カテゴリーCは0.01％である（EIAの詳細は付属資料3.
を参照のこと）。 

 

３－５ 要請内容の妥当性についての検討 

 ３－５－１ 要請内容・規模の検討 

要請サイトで記載したように、当初の要請サイトであるバイロ・ド・ぺスカドーレスが不

適であり、代替地としてトリンフォ（Triunfo）が建設予定地としてあげられた。そのため、
要請内容、規模の検討は、トリンフォを想定して行う。 

 

  （1）コンポーネントの検討 
先方との協議を踏まえ、本調査において必要性の認められた施設・機材コンポーネン

トの検討を表3-4に示す。コンポーネントは主に以下の4点に集約される。 
     ・ 魚小売り施設 

     ・ 調理サービス施設 

     ・ 水揚げ取引施設 

     ・ 護岸整備 

 

   □ 魚小売り施設 

衛生面に優れた小売り環境と安定した氷の供給や鮮魚類の保存環境を整備することによ

り、漁獲後損失の低減を図ることができる。また、市民に対して販売鮮魚類の品質が周知

されることにより、需要増加も期待できる。 

                             
1 SER:Simplified Environmental Report 
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   □ 調理サービス施設 

調理サービス施設は以下の理由により整備が妥当と考えられる。 

・ アルタ・コンティニュア魚市場は調理サービスと一体化して運営されており、魚市

場売り上げの約4～5割が調理サービスを利用している。 
・ 本計画で衛生設備を含む整備を行い、マプート市が魚小売り施設と一体的に運営・

管理することで、不法占拠による調理サービス業者の乱立に伴う環境破壊を防止す

ることができる。 

・ 計画サイト（Triunfo）一帯は市民の憩いの場として親しまれており、アルタ・コン
ティニュア魚市場や近隣の民間レストランには多数の観光客も訪れている。整備す

ることにより、魚市場需要の増加が期待できる。 

 

   □ 水揚げ取引場 

計画サイト（Triunfo）は主に零細漁民によるエビの水揚げ場となっているが、現状では
浜に直置きされて取引が行われている。土間と屋根を整備することで衛生環境が向上し、

品質劣化の低減を図ることができる。 

 

   □ 護岸整備 

計画サイト海側の一部は浸食のために崖を形成しており、松林の根が露出し、倒木の危

険もある。施設整備に伴い護岸整備が必要である。北側は浜から続く斜面となっており、

水揚げ浜として利用されている。護岸の必要はない。 

 

表３－４ コンポーネントの検討 
項 目 必要性・妥当性 

施 設   

鮮魚小売場 本市場の主要施設 

冷凍魚販売所 
アルタ・コンティニュア魚市場では冷凍魚販売所が2ヵ
所ある。漁獲後損失を低減するうえで妥当。 

製氷設備 鮮度確保のうえで必須 

貯氷庫 同上 

冷蔵倉庫または断熱倉庫 漁獲後損失を低減するうえで必須 

倉庫 魚函等の保管に必要 

市場職員事務所 配置される常駐職員のために必要 

品質検査室 日常的な品質検査実施のために必要 

便所 必要不可欠 

守衛室 保安上必要 

荷下ろし場 市場への魚介類搬入作業のために必要 

鮮魚水洗い場 同上 

調理場 
アルタ・コンティニュア魚市場内調理場の移転のため

に必要 

駐車場 業者・来客用、ミニバス発着所 

外構（フェンス、舗装、ゴミ置場等） 保安・衛生上必要 

給排水設備 必要不可欠 
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水揚げ取引場（屋根付き土間） 
対象サイトは主にエビの水揚げ場となっている。水揚

げ後の鮮度低下の低減及び衛生管理上必要。 

護岸擁壁 
当該地の南側は浸食のために崖となっており、護岸整

備が必要である。 

機 材   

魚函 販売魚の運搬・保存用 

秤 販売魚の計測用 

台車 市場内の魚介類搬送に必要 

衛生検査機器 販売鮮魚類の衛生検査に必要 

冷凍ストッカー 冷凍魚保存用に必要 

厨房機器 調理サービスに必要 

 

  （2）取扱量の検討 
1）魚販売台数 

    □ 新魚市場における小売人数 

計画される新魚市場で商売を行う小売人数について、次のような方針により検討した。 

① 建設予定地トリンフォは既存のアルタ・コンティニュア魚市場から近く（約2km）、
利便性、機能性の高い施設となることからは既存の小売人はすべて移動する。 

② 「現在マプート漁港周辺で路上販売している小売人あるいは他の地域でインフォ

ーマルに魚の小売販売を行っている者にも公式な販売場所を提供する」というマプ

ート市の政策に沿って、アルタ・コンティニュア魚市場以外から参入してくる小売

人数を推定する。 

検討結果は表3-5に示すとおりであり、本調査段階の予備的数値として新魚市場におけ
る小売人の数はレギュラー200人、テンポラリー80人と設定した。ピーク時においてもこ
れらすべての小売人が同時に販売することにはならないだろうが、各小売人は0～2人の
ワーカーを雇用するので、ピーク時の販売人（小売人＋ワーカー）の数は300人程度にな
ると想定される。 

 

表３－５ 新魚市場における小売人の数 
対象者 現 状 概略計画案 

アルタ・コンティニュア
魚市場の小売人 

レギュラー139人、テンポラ
リー31人の計170人 

近隣からの新規加入者を考
慮し、レギュラー150人、テ
ンポラリー50人の計200人 

マプート漁港周辺で路
上販売している小売人 

本調査において確認された
マプート漁港のインフォー
マルな販売台の数（＝概略
小売人の数）は70～80。 

7割程度の小売人が移動する
として、レギュラー50人、テ
ンポラリー30人の計80人 

合 計 
レギュラー：200人 
テンポラリー：80人 

 

    □ 販売台数 

魚の販売台数は小売人1人に1台が基本であるが、現在のアルタ・コンティニュア市場
でみるように、魚の入荷や需要に季節変動があることから販売台の稼働率は変動するこ
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とが予想される。本調査ではレギュラーの小売人に対応できる数として200台程度を見込
む。今後、魚入荷の季節変動や消費者の需要動向を更に検討して最適な施設規模を設定

する必要がある。 

 

2）販売台の仕様 
現在の魚の販売台は木製で特に仕様が決まっているわけではなく、幅1～1.5m、奥行き

0.8m程度の台である。新市場における販売台の大きさは主に取り扱う魚の種類や魚販売時
の利便性などを考慮し、小売人の具体的な意見も聴取しながら設定する必要がある。 

 

3）氷の使用量 
    □ 魚販売量 

小売人1人当たりの販売量は魚種別季節別に異なるが、今回の調査で把握できた範囲で
平均的な数値を想定し、魚種別に算定してみる。算定にあっての数式は次のとおりであ

る。 

魚種別1日販売量（kg/日）＝魚種別販売台数（台）×魚種別平均販売量（kg/日/台） 
魚種別販売台数 （台）＝計画販売台数（台）×魚種別小売人比率（％） 

ここで、計画販売台数を上で検討した200台とし、魚種別平均販売量及び魚種別小売人
比率はアルタ・コンティニュア魚市場の数字（表3-1）を適用した。結果は表3-6に示す
とおりであり、新魚市場でのピーク時の販売量は魚類5～6t、エビ類4～5t、その他（イカ
類、マングローブクラブ、貝類）1tで合計11～12t程度と試算される。 

 

表３－６ 新市場における魚販売量の推定 
販売量 

取扱魚種 計画販売台数 
（kg/日/人） （kg/日） 

魚類 71 80 5,680 
エビ類 96 50 4,800 
イカ類 7 30 210 
ﾏﾝﾌﾞﾛｰﾌﾞｸﾗﾌﾞ 13 30 390 
貝類 13 40 520 
合計  200  11,600 

 

    □ 氷使用量 

氷（フレーク氷）使用量は小売販売用及び漁業用別に次式により求める。 
小売用氷（kg/日）＝魚種別1日取扱量（kg/日）×必要氷比率（％） 
漁業用氷（kg/日）＝魚種別1日取扱量（kg/日）×必要氷比率（％） 
アルタ・コンティニュア魚市場の現状から氷が必要となるのは魚類及びエビ類のみで

ある。また、魚類についてはその約半分がイニャカ島から氷蔵で輸送されており、これ

については新たな氷は不要である。したがって、小売用に必要となる氷量は表3-6の魚類
販売量の半分とエビ類販売量に対応するものとなり、（5,680×50％＋4,800）×20％（必要
氷比率）＝1,528kg/日と試算される。必要氷比率は本調査の聞き取りによる。 
同様の考え方で漁業用の氷として、これら魚類及びエビ類の漁業に対応する分を見込
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むと1,528kg/日となる。 
以上より、新市場での氷必要量は約3t/日と見込まれる。 

 

  （3）施設規模・仕様の検討 
   □ 魚小売場 

モザンビークには魚市場施設建設に係る基準はない。規模設定は世界銀行の援助によりマ

プート市郊外に新設整備されたMatendene公設市場（2006年）を参照して行うこととし、販
売台は1m×0.8m/台（コンクリート製）、施設は土間に屋根が架かったセミオープンタイプ
とし、周囲にフェンスが設置された仕様を想定する。 

 

   □ 貯氷庫 

製氷機は24時間連続運転しながら随時氷を供給するが、氷が必要となるのは満潮に合わせ
た水揚げ/出漁時や漁獲物の魚市場入荷時等、短時間に集中することから、最低1日分の貯氷
容量を見込む必要がある。加えて、計画製氷能力は1日当たり魚類取扱量の平均値を基に算
出したものであり、取扱量が平均値を超えた場合や、保守点検のための稼働停止時にも貯氷

による氷の安定供給を図る必要がある。1日当たり取扱量の最大値は平均値の2倍以下とし、
また製氷機保守点検時の稼働停止日数＝1日として、最低貯氷容量に1日分を加え、合計2日
分の貯氷容量（6t）を見込む。 

 

   □ 冷蔵倉庫 

販売鮮魚類の仕入れは通常、月～金曜日の平日は毎日あるが、土日曜日は休みとなる。各

テナントは通常1～2日分の販売用鮮魚類を仕入れ、売れ残った場合は魚函に入れて冷蔵倉庫
に保管する。売れ残り用魚函数＝テナント数の50％とし、週末保存用としてテナント数の
50％を加えて必要スペースを確保することとする。箱は3段積み収容棚に保管とし、通路巾
を見込んで3箱当たりの占有面積＝0.6m2とする。 

保管魚函数：200 
必要スペース：200÷3×0.62＝40m2 

 

   □ 市場職員事務所 

市場長、副市場長、徴収員4人として、合計6人程度の事務所スペースが必要となる。部屋
は1室を共同使用することとし、10m2×2人＋5m2×4人として40m2を見込む。 

 

   □ 品質検査室 

販売鮮魚類の衛生検査を行う。検査員1人と検査作業スペースとして20m2を見込む。 

 

   □ 調理サービスエリア 

調理室と前室を備えたテナントブースを必要数整備する。アルタ・コンティニュア魚市場

には雑貨販売も含めて37業者が登録されているが、このうち、常時営業を行っている調理サ
ービス業者は20業者前後である。テナントブース数は、現登録業者数×50％＝18ブースとし、
1ブース当たり18m2を見込む。 
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   □ 便所・排水処理施設 

便所は小売業者・漁民用と市場来客用、調理サービスエリア用に各1ヵ所、合計3棟設ける
こととする。対象サイト周辺に公共下水管がないことから、排水は汚水・雑排水ともに敷地

内で処理する必要があるが、モザンビークに生物化学的酸素要求量（BOD）等の排水基準
はないため、適切な処理レベルを策定する必要がある。汚水処理に関してはDMPUAから南
アフリカ製の既成汲み取り便槽2を提案された。これは固形分をスラッジにして汲み取りを

容易にするもので、臭気も少なく、汲み取り方式のため土壌汚染も低減できる利点があり、

南アフリカにおける日本の無償資金協力事業での実績もある。マプート市内で現在整備中の

Luis Cabrela市場では本タイプの便所が整備されている。具体的な処理方法として上記既成
汲み取り便槽と排水処理槽を組み合わせる方法も考えられる。 

 

   □ 水揚げ取引場 

現状では水揚げされたエビ類は浜に直置きされ、小売業者等が周囲を取り囲んで売買が行

われている。直置き用の土間（200m2程度）と屋根を整備する。 

施設・機材の概略想定規模を表3-7、施設配置想定案を図3-5に示す。 
 

表３－７ 諸室・機材案概略規模 

項 目 規模・数量 

施 設   
鮮魚小売場 200テーブル 1,300m2 
冷凍魚販売所 5ブース 80m2 
製氷室 3t/日 10m2 
貯氷庫 6t 20m2 
冷蔵倉庫  40m2 
倉庫  25m2 
市場職員事務所 6人 40m2 
品質検査室   20m2 
調理テナントブース 20ブース 360m2 
便所  150m2 
守衛室  10m2 
荷下ろし、水揚げ取引場、エントランス等  1,440m2 
外構  1,850m2 
護岸擁壁  200m 

機 材   
魚函  200個 
秤  10個 
台車  10台 
衛生検査機器  一式 
冷凍ストッカー  5台 
厨房機器  18セット 

                             
2 ‘The Enviro Loo’（付属資料4.参照） 
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 ３－５－２ 概略事業費と維持管理費 

  （1）概略事業費 
概略建設費は以下の資料に基づき算出した。 

・ Matendene市場入札書類（2003年入札、2006年完成） 
・ モザンビーク中学校建設案件（無償資金協力事業、2009年単価調査） 
計画サイトは海浜に立地することから、塩害を考慮したグレードを設定する必要があ

る。本調査で入手したMatendene市場入札書類は完工時の仕様に対して柱が少ない等の食
い違いがみられることに加え、塗装や屋根材等、本施設では不適切な仕様であることか

ら、物価上昇率を含めて単価の補正を行い、中学校建設案件との比較検討を踏まえて単

価の設定を行った。概略建設費（直接工事費）・機材費を次表に示す。 

 

表３－８ 概略直接工事費・機材費 

   単位：千円 

 数量 単位 設定単価 金額 

施 設     

屋根付きオープンヤード（小売場ほか） 2,720 m2 50  136,000  

その他施設 780 m2 100  78,000  

外構 1,850 m2 5  9,250  

護岸擁壁 200 m 135  27,000  

製氷機・ポンプ等   一式 10,000  

直接工事費計    260,250  

機 材     

魚函 200 個 5  1,000  

冷凍ストッカー 5 台 500  2,500  

厨房機器 18 セット 200 3,600  

その他  一式 1,000  

機材費計   8,100  

合計   268,350  

 

直接工事費及び機材費の合計を総事業費の60％と想定すると、本計画の総事業費はおよ
そ4億5,000万円と見込まれる。 

 

  （2）維持管理費 
新たに整備された魚市場は現在マプート市にある61の公設市場と同様にDMMFが運営・

管理を行う。DMMFは市職員（市場長、副市場長、徴収員）を配置し、水道・光熱費を市
の一般会計から支出するとともに、各テナントから施設使用料及び機材レンタル料を徴収

する。徴収額の10％は市場の維持管理費に充てられる。 
想定される概略収支の試算は次表のとおりであるが、本施設の運営維持管理にあたって

財政上の支障はないと思われる。 
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表３－９ 一般会計支出試算 

水道料 規 模 単位使用量（m3） 使用量/日 ×30日 単位料金  料金/月（MT） 

床洗浄 4,000m2 0.01 40    

販売漁洗浄 200店 0.1 20    

調理テナント 18店 0.1 1.8    

便所等 300人 0.01 3    

製氷機等 3t 2 6    

合計   70.8 2,124 16.4 38,683 

       

電気料 規 模  単位使用量（kw） 使用量/日 ×30日 単位料金  料金/月（MT） 

施設・機材 3,150m2 0.05 157.5 4,725 2.78 14,520 

       

人件費 人 数    月給 合計（MT） 

市場長ほか 2人    3,250  6,500 

徴収員 4人    2,350  9,400 

合計      15,900 

       

総合計      69,103 

 

表３－10 収支試算 

使用料収入      

  規 模 使用料/日 使用料/日  ×30日（MT）
小売り 200店 4 800 24,000 
調理サービス 18店 500 9,000 270,000 
その他レンタル 200店 1 200 6,000 
収入合計    300,000 
一般会計収支     

収 入 300,000×0.9＝   270,000 
支 出 水道光熱費・人件費  69,103 
維持管理費      

収 入 300,000×0.1＝  30,000 
支 出      

守衛ほか 2,350×3人   7,050 
 

 ３－５－３ 裨益対象 

  （1）直接裨益者 
本プロジェクトは基本的に水産物の小売市場を整備するものであり、直接裨益者は新市

場を利用する小売人や冷凍魚・エビ販売業者となる。また、新魚市場で販売される1～2級
魚、エビ、カニ、イカ及び貝類を漁獲する漁民及び仲買人にとっては、販売量の増加と安

定、付加価値の向上、販売・支払いの透明化などの直接的かつ間接的な便益が期待される。
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さらに、新魚市場で販売される氷は魚市場だけでなく、漁民にも提供されることから、氷

を購入すると見込まれる零細漁民も直接裨益者に該当すると考えられる。 

本プロジェクトの直接裨益者は次のように整理できる。 

① 新魚市場を利用する小売人・冷凍魚販売業者 

・ アルタ・コンティニュア魚市場から移転する小売人及び冷凍魚販売業者 

・ マプート漁港ストリート魚市場から移転する小売人 

・ その他の地域から移転する小売人及び冷凍魚販売業者 

②新魚市場で販売される魚種を対象とする漁民及び仲買人 

・ イニャカ島の釣り漁業を営む零細漁民、仲買人 

・ マプート湾で釣り漁業を営む零細漁民 

・ マプート湾で特にエビを対象種とする地曳網や刺網を営む零細漁民 

・ コスタ・ド・ソル沿岸で採貝を行う零細漁民 

・ マプート湾沿岸やイニャンバネ州のマングローブガニ漁民（零細漁民） 

・ 1～2級魚及びエビ、イカを対象とする商業漁業者、準商業漁業者 
③新魚市場で氷を購入する零細漁民 

・ 新魚市場において水揚げする零細漁民（イニャカ島、マチャングロなど遠方か

ら集まる漁民なども含まれる） 

・ 新魚市場近隣の零細漁民（海路あるいは陸路で氷のみを購入に来る） 

新魚市場で販売される魚種は現在のアルタ・コンティニュア魚市場と同様、主に１級魚

及び2級魚が主体となることから、コスタ・ド・ソル沿岸に多いマグンバ（3級魚）を対象
とする刺網漁民への便益は少ないが、氷の販売については彼らも本プロジェクトの直接裨

益者となり得る。 

 

  （2）間接裨益者 
間接裨益者は次のとおりである。 

① 新市場で魚を購入する一般消費者（調理サービスを含む） 

魚市場が近代化されることにより、魚の衛生状態、鮮度が向上することから一般消費

者や調理サービスなど飲食店に対する間接便益が見込まれる。 

② 現在アルタ・コンティニュア魚市場から出る悪臭など環境悪化の弊害を受けている

周辺住民 

現在の魚市場は排水施設や衛生施設が完備されておらず、市場から出る廃棄物の処理

システムが十分機能していない。これにより現在、周辺住民に悪臭やゴミによる生活環

境面での弊害が及んでいる。市場の移転により、これらの問題は解決される。 

③ マプート湾沿岸零細漁民 

本プロジェクトはマプート市初の水産物専用の公設市場となり、水産物の販売量や価

格がモニタリングされ、水産物流通面での透明性が高くなる。現在、零細漁民への支払

は実際に消費者に販売された段階で仲買や小売人を通じて受け取るという後払いシス

テムとなっており、価格の不透明さについて不満が多いが、価格の透明性が高くなるこ

とでこの問題が軽減される。また、鮮度による価格差が具体的、客観的に発現するよう

になると、漁民の鮮度保持についての意識が高まることが期待される。 



－39－ 

④ マプート市及び他都市の魚市場 

マプート市中央市場を含む市内60ヵ所あまりの一般公設市場の一部には鮮魚販売コ
ーナーが置かれているが、その衛生管理状態はよくない。本プロジェクトがひとつの先

行事例となって魚市場や流通関連施設の整備が進むことが期待される。 
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第４章 結論・提言 
 

４－１ 適切な協力内容・規模等 

モザンビーク側からの要請内容には、「零細漁民の支援」、「住宅地にある魚市場の移転」、「魚市

場の衛生改善」といった複数の目的が混在し、案件の焦点が定まっていなかったが、本調査によ

る協議の結果、「マプート市における公設魚小売市場の整備」が真の目的であることが明らかにな

った。水産省国立小規模漁業開発研究所（IDPPE）は零細漁業セクターの総合的な振興を推進する
機関であり、零細漁業で漁獲された魚の流通を支援するプロジェクトを提案、要請することは妥

当である。本要請計画は零細漁業セクターの開発戦略であるPESPAに明記されていることも確認し
た。 

本調査団はモザンビーク側から示されたプロジェクトの目的及び要請内容について現地調査を

行った。その結果、当初予定されたサイト、バイロ・ド・ペスカドーレスは立地条件が悪いこと、

十分な敷地面積が確保できないことなどから適当ではないと判断されたが、代替サイトとして提

示されたトリンフォについては立地条件、敷地面積とも問題ないことを確認した。 

一方、今回の調査において、ステークホルダー会議が行われていないこと、プロジェクトの実

施体制について再度確認する必要があることなど、今後更に精査すべき点についても明らかにな

った。 

 

４－２ 次回調査に際し留意すべき事項 

 （1）ステークホルダー会議 
モザンビーク側（IDPPE及びマプート市）は計画内容について利害関係者に対する説明

をまだ行っていない。本プロジェクトを実施する場合、さまざまな利害関係者を含むステ

ークホルダー会議（プロジェクト説明会）を開催し、関係者の合意形成を促すとともに、

どうしても合意が得られない関係者への対応をどうするかなどについて事前に十分検討し

ておく必要がある。また、ステークホルダー会議の結果を踏まえて、適正施設規模を策定

する必要があるが、既存業者だけでなく新規参入業者の動向も踏まえる必要がある。 

今回の現地調査から想定される主なステークホルダーの対応は次のとおりである。 

 

① アルタ・コンティニュア魚市場の小売人 

新市場の建設予定地トリンフォから近いため、大半の小売人については移転すること

で合意形成がなされると予想される。しかしながら、現在販売量の40～50％は魚市場に
隣接する調理サービスに対する販売で、両者が共存関係にあることから、新市場での利

便性と収益性について分析・検討したうえで判断がなされることになる。 

 

② アルタ・コンティニュア魚市場に隣接する店舗関係者 

新市場において調理サービス施設が整備されれば、小売人同様、大半の業者は移転に

同意すると思われるが、新規テナント数はテナント当たりの売り上げ想定規模も踏まえ

て策定する必要があり、すべての希望者が移転できるとは限らない。またアルタ・コン

ティニュア魚市場には雑貨店や洋装店も営業しており、これら移転・整備対象外の業者

からは立ち退き補償の要求がなされる可能性もある。 
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③ マプート漁港ストリート市場の小売人 

マプート市によると、これらの小売人はすべてインフォーマル（違法）なものであり、

新市場の建設に伴いそちらに移転させる、というのが市の意向である。しかしながら、

マプート漁港前のストリート市場は計画予定地であるトリンフォまで約8kmもあり、現在
の小売人が移転に同意するかどうかは不透明である。また、このストリート市場は魚の

供給元（マプート漁港）に隣接しているという立地条件と市内消費者のニーズと利便性

により自然発生的に形成された市場であり、IDPPE及びマプート市の新市場計画そのもの
に異を唱える者が出てこないとも限らない。 

 

ステークホルダー会議の実施による関係者の合意形成は、モザンビーク側の責任で行われ

るのが原則である。日本側として無償資金協力を実施するという方向で関係者の合意が得られ

た場合、モザンビーク側にステークホルダー会議の開催と結果報告を求めることになる。一方、

本案件では反対者が出る可能性及び非自発的な活動場所の移動という微妙な問題を内在して

いることから、日本側でも注意して経緯をモニタリングすることが望ましい。  

 

 （2）プロジェクトの実施体制について再確認 
本プロジェクトの実施機関は水産省IDPPEであることが確認された。しかしながら、第3

章でも述べたようにIDPPEは基本的に施設建設後の運営管理には関与せず、建設後はマプ
ート市の市場運営管理行政担当に全面的に移管することも同時に表明している。 

本調査の協議で明らかになったように、プロジェクトの目的が「マプート市における公

設魚小売市場の整備」である場合、零細漁業セクターの支援という視点があるとはいえ、

その実施主体は建設段階からIDPPEではなくマプート市とするほうがより現実的ではない
かと思われた。実際、協議の場においてIDPPEの次長からは「IDPPEは実施主体というより
はコーディネート機関としての役割が多い」との発言もあった。今後、プロジェクトを円

滑に進めるためには、実施体制について再度確認する必要がある。 

 

 （3）代替サイトについての公式な確認 
代替サイトとして示されたトリンフォはマプート市が所有する公有地であり、市側関係

者は本プロジェクトの建設予定地として基本的に合意している。しかしながら、正式文書

で確認されたわけでない。本件、IDPPEを通じて正式文書を要請中である。 
 

 （4）敷地境界の確定と敷地条件の考慮 
先方から提示された市の管理地（トリンフォ）は道路と海に挟まれた一帯で、その一部

を計画サイトとして使用することとなるが、具体的な位置及び境界は確定していない。概

略規模を踏まえてマプート市と協議のうえ、敷地境界位置を確定する必要がある。 

また、計画地に都市計画上の規制はないが、一帯は松林となっており、周辺はマプート

市民の憩いの場ともなっている。既存樹木の伐採を最小限に抑え、海岸線の景観を考慮し

た計画とするのが望まれる。 

 



－42－ 

４－３ 技術協力の必要性 

 （1）要請プロジェクトについて 
本プロジェクトは魚介類専門の小売り魚市場の建設をめざしている。その市場では、既

存のアルタ・コンティニュア魚市場から移転する小売人が中心となって鮮魚販売が行われ

る予定である。その際、行政側（マプート市）及びテナント側（小売人、調理サービス、

冷凍加工業者など）ともに、これまでの実績を有することから、販売台の使用料の徴収、

水光熱費の支払い、守衛の管理など、市場の日常的な運営管理に関して支障はないものと

考えられる。しかしながら、計画では製氷施設や一時保管用の冷蔵施設が新しく導入され

ること、アルタ・コンティニュア魚市場以外から参入する小売人も想定されることなどか

ら、不必要なトラブルを避けるため新施設の適切な運営管理のルールについて文書化（マ

ニュアル化）しておくことが望ましい。この点については無償資金協力のソフトコンポー

ネントあるいは短期専門家派遣を検討する必要があると思われる。 

 

 （2）その他 
今回の調査ではマプート市及びその周辺の零細漁業と魚の流通事情について広く現地調

査を行った。その結果、本プロジェクトが要請された背景やニーズが確認されたが、それ

に加えて関係者との協議などを通じて、今後の技術協力の可能性について検討したので以

下に説明する。 

 

1）マプート市水産物流通システムの改善 
市内には2～3級魚を中心とする小規模で衛生状態の悪い魚販売コーナーが約60の公設市

場に付属して設けられている。また、零細漁民や仲買人への支払いは魚が消費者に販売され

た後になるという取引形態となっている場合が多いこと、卸売市場が存在しないこと（競争

原理が働いていない）など、水産流通面で今後改善していくべき課題は多いと思われる。 

IDPPEやマプート市では、今回のプロジェクト要請と同時にこれらの諸問題についても順
次取り組む考えをもっており、零細漁業の水揚げ地と消費者を結ぶ将来的な水産物流通シス

テムの策定について技術協力を行うことは重要と思われる。 

 

2）多獲性魚類（マグンバ、アジ類など）の付加価値向上 
マプート湾で最も多く漁獲されている大衆魚がマグンバであり、その水揚げはバイロ・

ド・ペスカドーレスに集中している。現在、その流通販売はほとんどすべて鮮魚で行われて

いるが、燻製や浜焼きなど若干の加工により付加価値をつけることについても検討する必要

があろう。これらの簡易水産加工を担うのは主に女性であり、女性の地位向上という観点か

らも重要と思われる。 

 

3）水産統計システムの改善と資源管理 
本報告書でも述べたように、現在の零細漁業に関する統計データは信頼性が十分とはいえ

ない。一般に、途上国における正確な漁業生産データの収集システムは技術的観点、組織制

度的な観点双方から容易ではない。しかし、現状のモニタリング体制についてアドバイスを

行うことから精度の改善を図ることは可能であると思われる。特に、計画される新魚市場で
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取り扱われる魚は岩礁性のいわゆる根魚であり、資源が枯渇しやすい魚類である。漁獲量デ

ータのモニタリングとそれを活用した沿岸漁業資源管理活動について技術協力ができる可

能性は高い。 

 

4）沿岸マンブローブ林の保全と利用 
マプート市周辺にはかなりのマンブローブ林が残っており、沿岸水産資源を涵養する場所

として、あるいはマングローブクラブや貝などの有用水産資源を採集する場所として機能し

ている。今後、土地利用や産業開発が進んでいくことが不可避であることを考えると、その

保全と資源管理について早い段階から検討しておく必要があると思われる。 

 

5）淡水養殖振興計画 
本報告書2-2-4の他ドナーの援助動向でもみたとおり、援助会議議長国であるノルウェー

の大使館では、今後内陸部における貧困削減や栄養状態の改善をめざす淡水養殖の振興につ

いて着目している。一方、2,700kmの海岸線をもちながら、漁業生産は10万tと少なく、沿岸
漁業の振興が求められる。これらの事情から、水産開発の策定にしっかりした方向性を示せ

る政策支援を行うことが望まれる。 
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１．マプート市周辺の零細漁業及び魚の流通事情についての現地調査結果 

マプート市周辺の零細漁業及び魚の流通事情についての現地調査結果 
 
本調査期間中に実施したマプート市周辺の主要な零細漁業水揚げサイト及び魚市場の現地踏査、

インタビュー調査の結果について以下に整理する。 
 
１．零細漁船の主要水揚げサイト 

 

１－１ コスタ・デ・ソル沿岸（Costa de Sol） 

コスタ・デ・ソルとは広義ではマプート市の北部海岸一帯を指し、漁村/水揚げサイトとしては

マリティモ（Maritimo）、トリンフォ（Triunfo）、バイロ・ド・ペスカドーレス（Bairro dos Pescadores）、
モンタニャナ（Montanhana）などが含まれる。一方、狭義ではこれらの漁村の水揚げの中心であ
るバイロ・ド・ペスカドーレスを指す。漁民の間では後者の狭義の意味で使用される場合が多い。 
コスタ・デ・ソル沿岸は遠浅の砂質、礫質海岸であり、零細漁船の水揚げはすべて人力による

浜揚げである。したがって、主な水揚げは夜間、早朝あるいは満潮時に集中して行われている。 
 
 （1）バイロ・ド・ペスカドーレス（コスタ・デ・ソル） 
  ［漁業活動］ 

マプート湾西海岸における零細漁業の中心地である。バイロ・ド・ペスカドーレスを基地

とする漁船は刺網、地曳（網入れする場所まで船で行く）、釣りの3タイプであり、聞き取り
によるとそれぞれの概略漁船数は70、40、20で合計130隻である。漁法別の主な対象魚、漁
場は表A-1のとおり。 

 
表Ａ－１ バイロ・ド・ペスカドーレスの漁業概要 

漁法 漁船数 主な対象種 漁場 操業日数

刺網 70 マグンバ（ヒルサ）、その

他小型浮魚類（アジ、イ

ワシ類など） 

コスタ・デ・ソル沿岸（マ

プート湾西部一帯） 
1～2日 

地曳網 40 エビ、小型底性魚類（キ

ス、コトヒキ、コチなど）

マプート湾一帯 1～2日 

釣り 20 ミゾイサキ、ニベなどの

砂底性中型魚 
北部マラクエネ前面海

域、マプート湾東南部マ

チャングロ前面海域 

2～3日 

 
漁船数からも明らかなとおり、本漁村における漁業の主力は安価で3級魚として位置づけ

られるマグンバを対象とする刺網漁業である。マグンバは1～3月の夏場が盛漁期とされてい
るが、その漁期は周年にわたり毎日のように大量に浜揚げされ、小売人、行商人に販売され

ている。マグンバ漁業では氷はあまり使用されていない。 
このようなマグンバを対象とする漁業は近隣のモンタニャナやトリンフォでも同様であり、

バイロ・ド・ペスカドーレスではこれらの漁船による水揚げも多い。また、イニャカ島やマ

カネタ（Macaneta）など遠方からの漁船も大量に漁獲された場合はここで水揚げしている。 
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  ［流通・販売］ 
マグンバはすべて鮮魚での取引であり、主な流通・販売経路は次のとおりである。 
① 地元の女性行商人が購入し、バス輸送され内陸部の村で販売される。 
② マプート市の中小の市場から来る小売人が購入し、各市場の魚コーナーで低所得者層

向けに販売される。 
③ バイロ・ド・ペスカドーレスの浜市で小売販売される。 
行商人、小売人の数は500～600人といわれ、①及び②が圧倒的に多い。取引を行う漁民と

小売人はおおむね固定されており、支払いは現金ではなく、魚が販売されたのちになされる

という伝統的な信用取引が行われている。 
マグンバの浜値は1箱（25～30kg入り）250メディカル（MT）程度、つまり10MT/kgある

いは1MT/尾であり、行商人は2MT/尾で販売するという。氷を使用する場合、調達先は漁村
内の個人冷蔵庫あるいはフリーザーからであり、2kgで5MT程度。 
地曳網や釣りで漁獲されるエビ、キス、ミゾイサキ、ニベなど1～2級魚はバイロ・ド・ペ

スカドーレスの浜市で販売されるほか、アルタ・コンティニュア魚市場の小売人も買い付け

ている。これらの魚種はトリンフォやマリティモで水揚げされることもある。 
 
  ［その他関連情報］ 

バイロ・ド・ペスカドーレスでは « Associaca dos Pescadores de Costa de Sol »という漁民組
織が立ち上げられ、アイスランド援助庁（ICEDA）の協力で建設された魚の低温保冷庫（2006
年）の運営管理にあたる計画であった。しかしながら、電力供給が安定せず、現在までほと

んど使用されていない。漁民組織のメンバーは32人である。 
一方、ここには小規模な日用品用の民間保冷庫（0～3℃）が2ヵ所あり、大量のマグンバ

が水揚げされたとき、漁民あるいは販売人である女性が一晩置くのに需要がある。コストは

25～30MT/魚箱/日。 
 
 （2）モンタニャナ 

バイロ・ド・ペスカドーレスの北に位置する漁村で、道路アクセス事情が悪いため今回は調

査できなかった。漁業活動はバイロ・ド・ペスカドーレスとほぼ同様であると思われる。 
現在INFOSA（オランダのNGO）の支援でバイロ・ド・ペスカドーレスと同様の保冷庫が建

設中である。 
 
 （3）トリンフォ 
  ［漁業活動］ 

漁業形態はバイロ・ド・ペスカドーレスとほぼ同様で刺網でのマグンバ漁が行われている。

トリンフォには氷の販売所があり、マグンバ漁民も夏場には氷を使用することがある。価格

は2kgで15MT。一度に20kg程度船積みすることもあるという。それに対して漁獲量は50～
80kg程度。季節によっては出漁基地をトリンフォからカタンベに移す者も多い（後述）。現
在トリンフォの漁船数は約30隻とのこと。 
マグンバ漁に加え、地曳網の漁船もトリンフォを基地としており、エビを主な対象にマプ

ート湾に広く出漁している。 
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  ［流通・販売］ 
トリンフォではエビの水揚げが多く、主にアルタ・コンティニュア魚市場から買い付けに

来る小売人に販売されている。 
マグンバ漁船の水揚げはトリンフォだけでなく、バイロ・ド・ペスカドーレスでも行われ

る。 
 
 （4）マリティモ 
  ［漁業活動］ 

アルタ・コンティニュア魚市場に近い水揚げサイトであり、高級魚を対象とする釣り漁業

が主体となっている。主な漁場は無動力船で片道 5～ 6時間を要するマチャングロ
（Machangulo）前面海域（マプート湾東南部）であり、対象種はミゾイサキやニベである。
漁場が遠いため無動力船の操業には3日を要する。一操業での水揚げは20～35kg、氷は2～3kg
持参するという。 
マリティモを基地とする漁民は約220人、漁船数90隻だが、このうち動力船は2隻のみであ

る。動力船はハタやフエダイ、サワラなど岩場高級魚がねらえるイニャカ島沖海域（インド

洋）にも出漁している。 
 
  ［流通・販売］ 

釣りによる高級魚の水揚げサイトであり、主にアルタ・コンティニュア魚市場の小売人に

販売されている。 
 
１－２ マプート川河口域 

 （1）マトラ（Matola） 
  ［漁業活動］ 

マトラ水揚げ地はマトラ水産専門学校の裏手のマトラ川左岸にある。ここを基地とする漁

船は12隻で、無動力、地引網でエビやマグンバを漁獲している。漁場はマトラ川下流の汽水
域であり、マプート湾に出漁することはない。船はオーナーが所有し、乗組員は5～6人、1
日の漁獲量は50～60kgである。 
漁獲物はそれぞれあらかじめ決まった小売人に販売されている。 

 
  ［その他関連情報］ 

マトラ水産専門学校（Escola de Pesca）はモザンビークで唯一の水産専門学校であり、学
生は全国から集まる。学生寮完備。技術系の専門学校が少ないモザンビークにおいて本水産

学校の競争率は高い（約10倍）。入学はGrade10（16歳）から可能で、その場合は5年間で、
Grade12（18歳）からの入学なら3.5年でディプロマ（短大卒：Diploma）を取得する。学士
（Bachelor）のコースはないので、学士まで進みたい者はマプート海事大学（水産学科あり）
などに進学することになる。 
我が国の海外漁業協力財団（OFCF）が2009年3月まで技術協力を行っていた。 
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 （2）リンガモス（Lingamos） 
マトラ第2の水揚げサイトであり、マトラ川の河口近く、現在は工場地帯となっている一角

に位置している。現在20隻あまりの漁船がここを基地とし、マトラと同様河川下流部の汽水域
での刺網や地曳網を行っている。ただ、漁獲量は年々減っているとのことであり、立地条件を

考えると将来展望は難しい。 
 
 （3）カテンベ（Catembe）  
  ［漁業活動］ 

カテンベはマプート市の対岸に位置し、フェリーで約20分の時間距離にある。調査した6
月初めの時点でカテンベに集まっている漁船は、ほとんどが他の漁村から漁期により水揚げ

基地を移転してきた移動漁民であることが判明した。 
エビや2～3級魚を漁獲する零細漁民にとって、マプート市に近く仲買や小売人が集まるカ

テンベは利便性が高いと思われる。聞き取りを行った刺網漁民は3月から8月はカテンベを基
地とし、9月から翌2月はトリンフォを基地とするとのことであった。調査時、このような操
業を行う漁船が70隻ほど停泊していた。ただ、ここでの水揚げはエビ及び小型魚が中心であ
り、マグンバが大量に漁獲されたときはバイロ・ド・ペスカドーレスで水揚げするとのこと

である。 
カテンベでは女性の魚販売人、小売人、仲買人が100人以上商いをしている。ここで水揚

げされたエビや魚の流通販売ルートは次のとおりである。 
高級魚・エビ 
① アルタ・コンティニュア魚市場や中央市場の小売人・仲買が購入 
② マプート漁港のストリート魚市場（インフォーマル）での販売 
低級魚・エビ 
① カテンベ水揚げ場の露天マーケット（インフォーマル）での販売（販売台約50） 
② マプート漁港のストリート魚市場（インフォーマル）での販売 
③ 一般市場の小売人が購入 
④ 行商による販売 
零細漁業におけるエビの水揚げはこのカテンベとトリンフォが2大中心である。 
聞き取りを行った小売人（女性）の購入→販売価格は、エビ（150→180MT/kg）、ニベ

（50→60MT/kg）、マグンバ（25→40MT/kg）であった。小売人は氷を使用しており、その価
格は2kgで20MTである。 

 
１－３ イニャカ島－マチャングロ海域 

 （1）イニャカ島 
イニャカ島はマプート湾の東、マプート市から約40kmに位置し、面積約40km2、人口5,000

人の島である。島民の生計は漁業、農業、観光業などである。 
 
  ［漁業活動］ 

イニャカ島の漁業は大きくインド洋側の岩礁地帯で行われるハタやフエダイなどの高級

魚をねらう釣り漁業とマプート湾側で2～3級魚をねらう刺網、地曳網に分けられる。島の漁
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業の中心は北東端に位置するウォコサニ（Nwocossani）村（今回は訪問していない）であり、
村には複数の漁船を保有する網元が11人いるという。 
島の水揚げ地であるポルティニョ（Portinho）で水揚げを行っていたウォコサニ村の漁民

から以下、聴取した。自分のオーナーは船内機付き漁船を2隻保有し（船長8mと9ｍ）、刺網、
地曳及び釣り漁業を行っている。漁場は刺網、地曳ではポルトガル島（イニャカ島の北部に

ある小島）周辺海域、釣りはインド洋側の沿岸である。氷は使用する。刺網、地曳のワーカ

ーは10人、釣りは8人である。漁獲量は刺網・地曳は300～1,000kg（よいときは1度の網入れ
で1,000kgも可能）、釣りで100～200kgである。刺網・地引の魚はアジ類など2～3級魚であり、
多く獲れた場合はバイロ・ド・ペスカドーレスに水揚げするが（船内機付きなので2.5時間
程度で行ける）、少ないときはポルティニョで水揚げ・販売する。釣りによる1級魚は女性仲
買人を経由してマプート市に流通する。 

 
  ［流通・販売］ 

イニャカ島で漁獲される1級魚はほとんどすべて女性の仲買人を通じてマプート市に流通
されている。仲買人3人から以下、聴取した。 
仲買人は各自で漁船船主と連絡を取りあって魚を集めている。同時にマプート市のバイヤ

ー（主に、マプート漁港のストリート魚市場及びアルタ・コンティニュア魚市場の小売人）

と連絡を取って輸送する段取りをつける。漁船の多くは島の上記したウォコサニ村を基地と

しているが、水揚げはいったんすべて輸送船が出るポルティニョで行われ、輸送船に積み替

えられる。輸送船はイニャカ島とマプート漁港を結ぶ混載船で、日用品などとともに魚は魚

箱入りで輸送される。輸送船は月曜から金曜まで毎日出ており（6隻あって、1日2隻程度運
航）、魚の搭載キャパシティは1t/隻程度。仲買人の魚取扱量は1人1回50kg（6月から10月）
～150kg（11月から5月）である。輸送は1人週に2～3回。輸送にあたっては氷を手配する。
氷の量は季節により魚1箱（25～30kg）で0（冬）～20kg（夏）。氷は民間業者から調達。価
格は3MT/kg。 
仲買人は、このような漁民とマプート市のバイヤーの仲介業務から手数料を得る。仲買人

が買い付ける魚の浜値は魚種別に細かく決まっているが、おおむね60～75MT/kg、マプート
側のバイヤーへの販売価格は70～90MT/kgである。アジ類など低級魚では浜値30MT/kg、販
売価格40MT/kgである。ただし、金の支払いは常に後追いとなる。つまり、バイヤーから仲
買人への支払いは魚が売れた後であり、仲買人から漁民への支払いは更にその後になる。 
島の仲買人は合計24人であり、仲買のアソシエーションを組織している。仲買人は2週間

ごとに100MTを会費として支払い、アソシエーションで信用事業を行っている。 
 
  ［その他関連情報］ 

イニャカ島にはマトラ漁業専門学校の分校がある。 
また、魚冷凍加工販売、氷販売を行う水産会社イニャカ・アズール（Inhaca Azul）社が稼

働している。同社ではワーカー20人を雇用し、島内向けに地元のアジ類など2～3級魚の冷凍
販売を行っている。製氷施設の能力は2t/日。 
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 （2）マチャングロ 
今回は現地踏査していない。前面海域はミゾイサキやニベなど砂底性高級魚の釣り漁場とな

っている。また、エビを対象とする定置網や地曳網、小型浮魚を対象とする刺網など漁業活動

は盛んであるという。ここで漁獲された魚の水揚げは主にマプート漁港で行われる。 
 
１－４ マプート漁港 

マプート漁港はモザンビーク南部の商業漁業、準商業漁業の中心であり、施設の一部（管理棟、

冷蔵保管庫、製氷施設、トイレなど）は2001年に我が国の水産無償資金協力で整備された。商業
漁船、準商業漁船から水揚げされるエビ類や高級魚は冷凍加工され、世界中の市場に輸出される。

また、高級魚の一部は鮮魚でヨーロッパや南アフリカに空輸されている。 
2009年6月時点でマプート漁港を主に利用している漁船数は、商業漁船8、準商業漁船30、零細

漁船 20の計58隻であり、水産物取扱量でみると商業漁船、準商業漁船のそれらが圧倒的に大きい
（表A～2）。すなわち、零細漁業セクターにとってマプート漁港は漁業基地というよりもイニャカ
島やマチャングロ方面からの魚の水揚げ場としての機能が重要である。ここを基地としている零

細漁船は、漁業よりもむしろカテンベなど対岸への日用品の輸送手段のひとつとして活用されて

いる。 
 

表Ａ－２ マプート漁港の利用状況 

水揚げ延べ船数（船） 滞在日数（日） 水産物取扱量（t）
  

2007年 2008年 2007年 2008年 2007年 2008年

商業漁船（国内） 10 29 29 81 162.8 458.9 

商業漁船（外国） 199 112 1,352 593 1,207.6 1,149.7 

準商業漁船 661 602 13,258 10,723 404.6 401.5 

零細漁船 1,658 1,898 1,658 1,896 107.4 90.0 

その他 - - - 75 - - 

合 計 2,528 2,641 16,297 13,368 1,882.4 2,100.1 
出典：Relatorio Annual de Actividades de 2008, 水産省マプート漁港 

 
港利用料は零細10MT/日、準商業（10～15m）1,500MT/月、同（15～20m）3,000MT/月、商業

50ドル/日である。 
我が国の無償資金協力で建設された製氷施設（プレート氷10t製氷プラントが2基、計20t/日の製

氷能力）はOFCFの技術協力もあり、よく維持管理され、稼動していた。氷の販売価格は、漁業用
は2MT/kg、一般用7MT/kgである。 
 
２．マプート市の魚市場 

 

２－１ 主要３魚市場（高級魚中心） 

 （1）アルタ・コンティニュア（Aluta Continua）魚市場 
マプート市で唯一、魚類だけを扱う公設市場と位置づけられている（厳密には民間の土地に

自然発生的に市場が形成され、市が後追いで使用料を徴収しはじめたという経緯がある）。本
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プロジェクトは真の意味で公設の魚市場を設立し、この魚市場を移転させることを目的に要請

されたものである。市場の運営管理や規模については本文に記述してあり、ここでは小売人ら

から聴取した現地事情を整理する。 
 
① 小売人1（魚販売） 

取り扱う魚はすべて中・高級魚であり、その調達先や調達方法は次のとおりである。 
- ハタ、サワラ、フエダイなど：ほぼ100％、イニャカ島から調達する。イニャカ島の仲
買と電話で交渉し、物資の定期便（ウィークデーは毎日）でマプート港に水揚げ、そ

の後、陸送となる。調達は独自で行い、往路はバス、復路は他の小売人と共同で車両

を調達して配送する（輸送コストは200～250MT/回程度）。1回の購入量は50～100kg程
度。調達は魚の需要によるが、300～400kg/週程度。内臓は除去されているので氷は使
用しない。 

- ミゾイサキ、キス、ニベなど：主にマリティモで水揚げされたものを調達している（一
部はイニャカ島で水揚げされたものである）。1日30～50kg程度調達する。契約してい
る漁民がおり、そこから調達するが、支払いは魚が販売されてから行う。マリティモ

からの魚の保管には自家製の氷を使用している。 
このように魚の仕入れ先としてはイニャカ島とマリティモで半々程度となっている。仕

入れ価格、販売価格はおおむね次のとおり。ハタ（110→160MT/kg）、サワラ（90→150～
160MT/kg）、フエダイ（100→140～150MT/kg）、ミゾイサキ（110→150MT/kg）、キス（80
→100MT/kg）、ニベ（70→120MT/kg）。店舗の使用料として5MT/日のほか、フリーザー用
の電気代を払っている。 
魚の販売は、ウィークデーは主に自家消費用の客であるが、週末はレストラン向けが多

い。季節によるが、量的には自家消費客用が若干多いと思われる。鮮魚の需要は堅調であ

り、資金があれば規模を拡大したいと考えている。 
 
② 小売人2（エビ販売） 

仕入れは契約している仲買を通じて行っている。毎日仲買が運んでくるので、基本的に

全量を買い取る。その量はカテンベから 50kg/日、バイロ・ド・ペスカドーレスから20～
30kg、水揚げから10kgで、1日に80～100kg程度となり、これを1日に売り切ることを目標に
している。販売先としては、ウィークデーは主に自宅消費者、週末はレストランと自宅消

費者で半々くらいである。 
仕入れ価格、販売価格は、小エビ（170→200MT/kg）、中エビ（220→250MT/kg）、大エビ

（450→500MT/kg）。 
氷は1日15～20kg使用。市場に出入りの氷業者あるいはトリンフォの業者から購入する。

価格は5MT/kg。店舗の使用料は5MT/日。 
現在ワーカー2人を雇用しているが、市場が新しくなると規模は少なくとも2倍にしたい。

エビ小売りへの参入希望者も多い。 
 
③ その他小売り 

主な調達先は貝類（主にハマグリ）はコスタ・デ・ソル沿岸一帯、マングローブクラブ
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はイニャンバネ州あるいはマプート湾一帯、イセエビはイニャンバネ州あるいはベイラ州、

イカ類は準商業漁船、となっている。 
 
④ 冷凍魚販売業者 

アルタ・コンティニュア魚市場には2軒の冷凍魚販売店があり、主にマプート漁港を基地
に操業している準商業漁船の魚を買い付け、ここで販売している。そのうちの1業者（Bem 
Bom社）から聞き取り調査した。 

Ben Peche社では準商業漁船3隻に融資して漁獲物を一括購入している。準商業漁船の水揚
げは週1回、水揚げ量は1,800～2,000kg程度であり、購入した魚（主に、魚類）は車でマプ
ート市内の顧客（1級魚はショップライトなど大型スーパーやレストラン、カジノなど、2
～3級魚はジパマネ市場など）に販売するほか、このアルタ・コンティニュアの店舗で個人
向け、レストラン向けに販売している。1級魚の仕入れ価格は約100MT/kg、販売価格は120
～130MT/kgである。アルタ・コンティニュアの顧客は単価が高くても品質が保証されてい
る冷凍魚を選択する者も多い。 
マプート漁港には準商業漁船から魚を買い付ける仲買が約20人いるが、高級魚の買い付

けについては南アフリカ資本の輸出市場向けJV会社など大手の購買力が強く、われわれは
買い負けている。大手を排除した卸売市場の設立を希望する。 

 
 （2）中央市場  

マプート漁港とマプート市役所のほぼ中間に位置する公設の中央市場で、市職員合計5人で
運営管理を行っている。市場関係者の組織として小売業者委員会があり、その下に22の職種セ
クター別の組織（果物、魚、野菜、花、日用品、などなど）がある。そのなかの魚セクターの

代表から以下、聴取した。 
魚小売りは合計32人、うち鮮魚販売（貝、エビ、カニを含む）が22人、冷凍魚販売が10人で

ある。魚販売台の使用料は7MT/日。販売台には空きスペースが見られた。魚の価格について
一応公定レートがあるが、売買は市場原理で行われている。 

1級魚やエビの流通ルートは上記マプート漁港市場やアルタ・コンティニュア魚市場と同様
で、マプート漁港経由あるいはカテンベ方面からである。1級魚は仕入れ価格95～110MT/kg、
販売価格130MT/kg前後。仕入れは週2回程度、魚が売れたら買いに行く。一回の購入量は50
～100kgで、港からは荷車を借りて運んでいる。エビ類や小型魚類の仕入れはカテンベから毎
日行う。エビは仕入れ価格150MT/kg、販売価格180MT/kg程度で、1日の取扱高は10kg程度。
ハマグリはコスタ・デ・ソル産（仕入れ価格20MT/kg、販売価格50MT/kg）、マングローブク
ラブはイニャンバネ州から陸送されたものであった。 
冷凍魚は南アフリカなどから輸入される安価なアジ類であり、ここで解凍して販売されてい

る。仕入れ価格は42MT/kg、販売価格は50～60MT/kg程度。1回の購入量は20～30kgで、売れ
残ったらそのまま翌日に持ち越すか、あるいは保冷庫で保管する。自分の保冷庫がないものは

10MT/日/箱で借りている。 
 
 （3）マプート漁港ストリート魚市場 

マプート漁港に隣接する道路の歩道部で夕方から夜間にかけて開設される路上魚市場であ
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る。マプート市は公認していないインフォーマルな市場であるが、魚の販売台数は70～80台あ
り、実質的にアルタ・コンティニュア魚市場と並ぶ規模の鮮魚市場となっている。小売人はサ

イト周辺だけでなく、中央市場やアルタ・コンティニュア魚市場から来ている者もいるという。 
販売されている魚はアルタ・コンティニュアと同じく1級魚（フエダイ、ハタ、サワラ、ミ

ゾイサキ、ニベ、その他タイ型魚類）とエビが中心である。1級魚の大半はイニャカ島沖で漁
獲され、マプート漁港に輸送、水揚げされたものである。1級魚やイカ類は半商業漁業で漁獲
され、マプート漁港に水揚げされたものも多い。エビはカテンベで水揚げされたものが主体で、

漁民から買い付けた小売人がここで販売している。また、カテンベから小型の2～3級魚を持ち
込んで販売している者もいる。一方、貝類やマングローブクラブの販売は見られなかった。 
マプート市ではこの路上市場は不法と位置づけ撤去するよう指導しているが、これらの小売

人の代替地がないため、黙認状態となっている。使用料は徴収していない。 
 
２－２ 主要３市場以外（低級魚、冷凍魚中心） 

 （1）シパマニネ（Xipamanine）市場（フォーマル＋インフォーマル） 
シパマニネ市場はマプート市内にある一般低所得者向けの市場である。市場は公設の場内と

インフォーマルと位置づけられる路上マーケットに分けられ、マプート市では公設、インフォ

ーマルの双方に担当主任を置いて運営管理にあたっている。公設市場のスタッフとしてはチー

フを含め9人配置されている。 
魚は冷凍製品（チキン）とともに鮮魚・冷凍食品セクターとして位置づけられており、500m2

程度のスペースで90人ほどの小売人が魚の販売を行っている。衛生状態は悪い。 
販売されている魚の中心は輸入の冷凍魚及びカテンベやコスタ・デ・ソル沿岸から調達され

る小エビ、小魚類である。冷凍魚は企業が車で納入するという。ここでの魚の販売単価は25
～50MT/kgと高級魚市場と比べると3分の1～5分の1である。なお、小魚は家庭用フリーザーで
冷凍～解凍を繰り返したと思われるものが多く、鮮度の悪い魚は10MT/kg以下となる。 

 
 （2）シケレレ（Xikelene）市場 

マプート市の郊外にある一般低所得者向けの市場であり、市職員8人で運営管理されている。
この市場は現在、道路の拡張計画による立ち退き補償問題が発生しており、テナントの感情が

高ぶっているとのことで露天販売の状況は視察できなかった。 
関係者から聴取したところによると、現在露天で鮮魚を販売する者が75人、場内で冷凍魚（3

級魚の輸入アジ類）を販売する者が30人である。鮮魚はほとんどすべてバイロ・ド・ペスカド
ーレスで買い付けたマグンバであり、小売人は毎日バスで買い付けに行く（20～30分）。1箱（25
～30kg）200～400MT（漁期により値段が大きく変動）で購入し、14MT/kgで販売する。また、
水揚げやトリンフォで水揚げされる小エビも扱っている。テナント料は3MT/日である。 

 
 



Last update: 30/03/2009

donor implem.
ag.

1. ON-GOING FINANCING

1.1. national

Danida/DDC
Mainstreaming of drought &
desertification issues into local level
devpmnt policies, strategies & plans

UNDP/MICOA DDC:
Verity Nyagah

UNDP:
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Pescado

ICEIDA Gudmundur
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CIDA Mozambique Poverty Reduction
Trhough Fisheries Project IDPPE

Marine Inst of St.
John's
Newfoundland - Ms
Nina J.Goudie

IDPPE -Simeão
Lopes Director
and Maria Ascens
ão Pinto
Coordenator

$ 589.367,- USD or
553.112,- CAD ??? 589,367 grant 3.1.2005 3.1.2005 2005-2010 Cabo Delgado

Province

CIDA Education for Employment Mozambican Institutes

Canadian
Community
Colleges - CIDA:
Stephanie O'Leary

CAD 6.66m CAD grant 2008-2013 central and northern
Mozambique

Only portion of
funds are targeted
to fisheries sector.
Aims to support
private sector
development with
workforce training
and micro-
enterprise support

Skillshare International
Ireland and IDPPE

Project  Funding Partnership
Agreement between Skillshare
International Ireland and National
Institute for the Development of Small
Scale Fisheries

IDPPE Skillshare- Hilário
Sitoe

IDPPE- Simeão
Lopes Director,
Hilário Sitoe and
Amós Chamussa
coordenators

Eu 542,385 748,491 grant 7.8.2007 6.7.2007 01.06.2007-
31.05.2010

Maputo, Gaza and
Inhambane
Provinces

INFOSA
 Marketing Information and Tecnical
Advisory Services for the Fisheries
Industry in Sothern Africa (INFOSA)

IDPPE, PEA- Project
Executing Agency Luisa Artur- Infosa

IDPPE- Simeão
Lopes Director
and Abílio Câ
ndido, Acucena
Jamisse
Coordenators

$ 694,705 694,705 grant 11/2007 2.7.2007 7.2007-2010  
Maputo Province-
Muntanhana and
Costa do sol

Government of Norway

Broad sector progr: i) policy
formulation & management; ii)
research & stock assessment; iii)
aquaculture; iv)support to private
fisheries enterprises and v) other
initiatives (fisheries museum, MSc.
progr in fisheries economics,
upgrading of regional offices,
research collaboration).

Ministry of Fisheries Clarisse Barbosa
tel:21480127 Angélica Dengo NOK 65.0m 9.7m grant 01.07..05 01.07..05 2005 - 1st

trim 2009 CDCF national x x

AFD - French Development
Agency

Support to Shrimp Farming in
Mozambique - Trade Capacity
Building Programme (PRCC)

INAQUA Laurence Hart INAQUA, Isabel
Omar EURO 1,500,000 2,070,000 grant - 01/2009 3 years to be recruted national

1.2. regional

Government of Norway GCP/INT/003/NOR FAO/Ministry of
Fishries Luísa Patrocinio NOK 101 million 16,650,000 grant Dec-06 5years

Africa:30 countries
Near East:
Marocco,Oman

x x

UNEP (GEF), Norway Addressing land-based activities in
the western Indian Ocean

UNEP in coop. with
various national
institutions

UNEP:
Peter Scheren $

Total region:
11 000 000
Total Moz.:

na

Total region:
11 000 000
Total Moz.:

na

grant 2005-2009 national, local 8 countries x

UNEP

Cap. building progr. for the integration
& institutionaliz. of envir. managt into
nat. pov. reduc. progr. & related
activities

UNEP, MICOA UNEP:
Esther Mwangi

MICOA:
Dambuza
Chissano

$

Total region:
338 000

Total Moz.:
na

Total region:
338 000

Total Moz.:
na

grant 2004-2008 national Moz., Rwanda,
Tanz. & Uganda x

ComMark/DFID

Support to the Mozambique Fisheries
Sector to ensure continued market
access to the EU for its fisheries
products

INIP Norma Tregurta Ana Paula Baloi 996,497,60 Grant Mar-07 2 anos Helder Silva Maputo

2. PIPELINE OF FINANCING

2.1. national

FAO/Japan Prevention and disposal of obsolete
pesticides in Moz phase 2009-2010

MICOA/DNGA and
MINAG/DNSA  $ 1,000,000 1,000,000 grant 2009-2010 national focus on

provincial level
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UNEP/UNIDO/Others Consumo e produção sustentável na
cidade de Maputo MICOA/CNPML UNEP Nairobi:

L. Sorensen 10 years program

ComMark/DFID

Projecto Integrado para Reforço e
Melhoria da Segurança Alimentar e
Qualidade dos Produtos da Pesca de
Moçambique

INIP Norma Tregurta Ana Paula Baloi 3,973,500,00 Grant 3 anos Helder Silva Maputo
Financiamento
ainda não
garantido

Government of Norway &
ICEIDA Broad sector programme Ministry of Fisheries

Norway:Clarisse
Barbosa
tel:21480127
ICEIDA: Guð
mundur Valur Stefá
nsson

Angélica Dengo
NOK

+
$

120.0m
+

2.5m

17.9m
+

2.5m
grant 2009-12 national

Project Dcoument
Proposal recently
appraised - final
report 30 April
2009

2.2. regional

UNDP (GEF) Agulhas & Somali current-marine
ecosyst-9 countries UNDP/MICOA  $ Total region: 12 200

000 Total Moz.:

Total region:
12 200 000
Total Moz.:

grant 2008-2013 national

WB (IDA) Lake Niassa development project WB :
Frauke Jungbluth

Mozambique,
Malawi, Tanzanie

European Commision Strenghtening Fisheries Management
in ACP countries Tender in course Imelda Sousa

tel:21481033 Angélica Dengo EURO 30,000,000 41,400,000 annual in course 01/2010 5 years Maputo Hub Y

3. ONGOING FUNDING TO
NGOs

EU Segurança posse terra e desenv.
sustent Sul Sofala

HILFSWERK
AUSTRIA EU: Ana Monge € 662,020 913,588 grant 12/2005 2005-2010 Sofala

DFID, Netherlands, Danish
Embassy,
SIDA, SDC

Community Land Use Fund (iTC) KPMG - Fund
Manager

DFID:
Emidio De Oliveira

KPMG:
Joachim Langa $ 7,000,000 7,000,000 grant 11/2005 11/2005 2005-2010 Gaza, Manica,

Cabo Degado x

ICEIDA- Icelandic
International Development
Agency

Development of Artisanal fisheries  in
Cahora Bassa  dams and Niassa lake
Project

IDPPE, IIP, DNAP,
INIP, NGOs IDPPE $ 2.123.000 2.123.000 Tree years

Niassa Province,
Cahora Bassa
dams, Amaramba,
Chiuta, Chirua

4. ALL - Completed
financing

WB (GEF) Coastal zone Micoa $ 4,100,000 4,100,000 grant #REF! 01/2000 2001-2007 north

FAO/Japan Prevention and Disposal of Obsolete
Pesticides in Moz phase 2005-2008

MICOA/DNGA and
MINAG/DNSA  $ 2,552,870 2,552,870 grant 02/2005 2005-2008 national

next phase: 2009-
10 under
preparation

4.1. national

4.2. regional

4.3. NGOs
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